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(57)【要約】
【課題】色の軸を統一し、色に基づいたコミュニケーシ
ョンを容易にするカラーコンパスを提供する。
【解決手段】カラーコンパスは、半径方向に伸びる色領
域２０を複数有しており、各色領域２０は、色相順に周
方向に並ぶことによって環状に配置され、色領域２０の
各々は、純色に対して白のみを含む明清色が配置される
明清色域５０と、純色が配置される純色域４０と、純色
に対して黒のみを含む暗清色が配置される暗清色域３０
が、半径方向の内側から外側又は外側から内側に向かっ
て並んでいる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の色が配置されるカラーコンパスであって、
　列状に色を有する色領域が、色相順に並んだ状態で、複数配置される清色スケールを有
し、
　前記清色スケールの前記色領域の各々には、
　　前記色相における純色に対して白を含む明清色が配置される明清色域と、
　　前記純色が配置される純色域と、
　　前記色相における前記純色に対して黒を含む暗清色が配置される暗清色域が、
　　一方から多方に向かって配置されていることを特徴とする
　カラーコンパス。
【請求項２】
　複数の前記色領域は半径方向に伸びて放射状に配置され、
　前記明清色域、前記純色域、及び前記暗清色域が、半径方向の内側から外側、又は外側
から内側に向かって並んでいることを特徴とする
　請求項１に記載のカラーコンパス。
【請求項３】
　複数の前記色領域の間において、
　前記明清色域、前記純色域、前記暗清色域の半径方向の位置が互いに一致していること
を特徴とする
　請求項２に記載のカラーコンパス。
【請求項４】
　前記明清色域は、前記純色に対する白の含有量の違いにより多段階に区分けされており
、
　前記暗清色域は、前記純色に対する黒の含有量の違いにより多段階に区分けされている
ことを特徴とする
　請求項１乃至３のいずれかに記載のカラーコンパス。
【請求項５】
　特定の前記色領域と、前記特定の前記色領域の両側に隣接する前記色領域の間には、そ
れぞれ、補助色領域が配置されていることを特徴とする
　請求項１乃至４のいずれかに記載のカラーコンパス。
【請求項６】
　前記特定の前記色領域の色相は赤に設定されており、
　前記補助色領域の一方の色相は、黄色がかった赤であり、
　前記補助色領域の他方の色相は、青色がかった赤であることを特徴とする
　請求項５に記載のカラーコンパス。
【請求項７】
　複数の前記色領域に対して、黄色を含有することを意味する表示領域と、黄色を含有し
ないことを意味する表示領域を備えることを特徴とする
　請求項１乃至６のいずれかに記載のカラーコンパス。
【請求項８】
　前記清色スケールに加えて、濁色スケールを備えており、
　前記濁色スケールは、列状に濁色を有する濁色領域が、色相順に並んだ状態で複数配置
され、
　前記濁色スケールの前記濁色領域は、
　　前記色相における各純色に対して明るい灰色を含む明濁色が配置される明濁色域と、
　　前記色相における各純色に対して暗い灰色を含む暗濁色が配置される暗濁色域と、
　を有することを特徴とする
　請求項１乃至７のいずれかに記載のカラーコンパス。
【請求項９】
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　前記清色スケールと前記濁色スケールが、共通の板面上に重畳した状態で配置される
　ことを特徴とする
　請求項８に記載のカラーコンパス。
【請求項１０】
　前記清色スケールと前記濁色スケールが、共通の板面上に重畳した状態で配置される場
所に、色名又は色記号が表示されることを特徴とする
　請求項９に記載のカラーコンパス。
【請求項１１】
　前記清色スケールの前記色領域の上側を覆うように配置される加色フィルターを備え、
　前記加色フィルターは、
　前記色領域に対して特定の色を重色させた視認状態を生成することを特徴とする
　請求項１乃至１０のいずれかに記載のカラーコンパス。
【請求項１２】
　前記清色スケールに加えて、比較スケールを備えており、
　前記比較スケールには、一方から他方までの距離がマンセル明度値に相当する明度目盛
が、色相順に並んだ状態で複数配置され、
　純色が、前記比較スケールの前記マンセル明度値に合った場所に配置されていることを
特徴とする
　請求項１乃至１１のいずれかに記載のカラーコンパス。
【請求項１３】
　計算機によって実行されて、複数の色が配置されるカラーコンパスをディスプレイ上に
表示させるカラーコンパス用プログラムであって、
　前記ディスプレイに表示される前記カラーコンパスは、列状に色を有する色領域が、色
相順に並んだ状態で放射状又は平行状に複数配置される清色スケールを有しており、
　前記清色スケールの前記色領域の各々には、
　　前記色相における純色に対して白のみを含む明清色が配置される明清色域と、
　　前記純色が配置される純色域と、
　　前記純色に対して黒のみを含む暗清色が配置される暗清色域が、
　　一方から多方に向かって配置されていることを特徴とする
　カラーコンパス用プログラム。
【請求項１４】
　特定の前記色領域と、前記特定の前記色領域の両側に隣接する前記色領域の間には、そ
れぞれ、補助色領域が配置されていることを特徴とする
　請求項１３に記載のカラーコンパス用プログラム。
【請求項１５】
　前記清色スケール上の特定場所にポインタがセットされた際に、少なくとも前記特定場
所に対応するトーン名、色名及び色記号のいずれかを、ディスプレイ上に表示させること
を特徴とする
　請求項１３又は１４に記載のカラーコンパス用プログラム。
【請求項１６】
　前記清色スケールに加えて、濁色スケールを備えており、
　前記濁色スケールは、列状に濁色を有する濁色領域が、色相順に並んだ状態で複数配置
され、
　前記濁色スケールの前記濁色領域は、
　　前記色相における各純色に対して明るい灰色を含む明濁色が配置される明濁色域と、
　　前記色相における各純色に対して暗い灰色を含む暗濁色が配置される暗濁色域と、
　を有することを特徴とする
　請求項１３乃至１５のいずれかに記載のカラーコンパス用プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、複数の色の相間関係を視覚的に把握すると共に、例えば、色の選択・伝達・
企画・管理・教育等に用いられるカラーコンパスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　本明細書では、多数の色の相関を視覚的に把握するための各種ツールのことを、カラー
コンパスと定義しておく。　
【０００３】
　色を表現する体系（表色系）としては、マンセルシステム、オストワルトシステム、Ｐ
ＣＣＳ、ＮＣＳ等が一般に知られている。更に日本ではマンセル準拠のＪＩＳ標準色票が
ある。
【０００４】
　色彩には色相、明度、彩度の三属性がある。この三属性で色を表現する以外に、イメー
ジに直結した「色相」と「トーン（明度と彩度の複合）」の二属性で表現する場合もある
。トーンを用いることにより、三属性（三次元）の立体空間（これを「色立体」という）
を、二属性（二次元）の平面で考えることができるため実用的である。実用的根拠は後述
する。トーンは、ＪＩＳやＰＣＣＳで個々に定義されており、系統色名に用いられる。
【０００５】
　図１２Ａは、ＪＩＳ　Ｚ　８１０２で定義されているトーン図である。このトーン図は
、各純色に対して修飾語として付記する際の「トーンの修飾語による明度及び彩度の相互
関係」を示している。トーン図は、横軸が彩度関係、縦軸が明度関係に設定され、有彩色
領域には、「あざやかな～：vivid」「明るい～：light」「うすい～：pale」「ごくうす
い～：vary pale」「こい～：deep」「暗い～：dark」「ごく暗い～：very dark」「強い
～：strong」「やわらかい～：soft」「明るい灰（み）の～：light grayish」「くすん
だ～：dull」「暗い灰（み）の～：dark grayish」「灰（み）の～：grayish」の１３種
類の修飾語（トーン）が配置される。この図はＪＩＳトーン表と呼ばれている。なお、Ｊ
ＩＳトーンには略号が付記されているので、今後は略号でもって説明をする場合もある。
【０００６】
　図１２ＡのＪＩＳトーン表の「トーンの修飾語による明度及び彩度の相互関係」に基づ
いて、有彩色の「赤（５Ｒ）」を説明すると、図１２Ｂのようになる。彩度軸と明度軸に
よる平面内に、「あざやかな赤」「明るい赤」「うすい赤」「ごくうすい赤」「こい赤」
「暗い赤」「ごく暗い赤」「つよい赤」「やわらかい赤」「くすんだ赤」「明るい灰（み
）の赤」「灰（み）の赤」「暗い灰（み）の赤」が配置されることになる。
【０００７】
　ＰＣＣＳにおいてもトーン表が存在する。このＰＣＣＳにおける「トーンの修飾語によ
る明度及び彩度の相互関係」を図１２Ｃに示す。ＰＣＣＳでは、「vivid」「bright」「l
ight」「pale」「deep」「dark」「dark grayish」「strong」「soft」「light grayish
」「dull」「grayish」の１２種類の修飾語が定義される。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】ＪＩＳ　Ｚ　８１０２　物体色の色名
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　次に、既存のＪＩＳトーン表とＰＣＣＳトーン表の問題点について説明する。ＪＩＳト
ーン表とＰＣＣＳトーン表を比較すると、ＰＣＣＳは修飾語（トーン）の種類が１個少な
く（１３と１２）、かつ、同じ位置であっても修飾語が異なるものも存在する。また、同
じ位置や同じ修飾語であっても略号が異なる。
【００１０】
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　例えば、現場のコミュニケーションとして、『「うすい」赤でパッケージを作ってほし
い』と伝達する場合、「うすい」は図１２Ａと図１２Ｃを比較すればわかるとおり、ＪＩ
Ｓの「うすい」は「pale」となるが、ＰＣＣＳでの「pale」はＪＩＳの「ごくうすい」の
「vary pale」に対応する。つまり、「うすい」は、ＪＩＳとＰＣＣＳでは異なるトーン
を示すから違った色伝達になる。また、そもそもトーン表に関する知識を持たない人にと
っては、「うすい」という感覚言葉をどのように捉えて、どのようにイメージすれば良い
か困惑し、様々にイメージをとらえているという問題がある。
【００１１】
　結果として、現場では、現物の色見本（雑誌等の切り抜きやカラーカードやカラーチャ
ート等も）を用いることが多いが、電話や電子メールなどのように、現物の色見本を用い
ることが出来ないコミュニケーション環境では、色指定ミスが頻繁に生じる。更にはカラ
ーカード等は、メーカーや製品によってまちまちであり、カラーカードの番号は一定して
いない。そのうえ、製造ロットで印刷色が異なる。つまり、色のイメージが統一及び共有
できない結果、色に関するコミュニケーションが円滑でないため、労力、時間、経費のロ
スが増幅するという問題がある。
【００１２】
　同様に、現場での慣用色名や系統色名等の色名表現では、企業内における色の整理及び
管理などの不備が生じやすい。特に化粧品や衣類などのように、色彩が重要となる商品を
開発・販売している企業では、その場その場で、苦心の色名を創作することから、色名が
乱立する傾向にある。その上、創作した色名に論理性（秩序性）が無い為、社内や販売現
場でも、同じ色名で数種類の違う色の製品が存在するなどの混乱が生じている。
【００１３】
　そこで、トーン表や色の理論的知識のない人でも、直感的に理解できる色の表し方があ
れば極めて便利であり、それを実現するのが本発明である。即ち本発明は、上記問題点に
鑑みてなされたものであり、色彩の専門家だけでなく一般人にも色を簡単に理解すること
ができ、ツールを使って色を日常的に使用することを可能にする、極めて実用的なカラー
コンパスを提案する。その結果、あらゆる色を視覚的に把握、かつ色の成り立ちを理解し
、その色のイメージすることを容易に共有し、複数名間で色のコミュニケーションを円滑
化することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明者の鋭意研究により、上記目的は以下の手段によって達成される。
【００１５】
　即ち、上記目的を達成する本発明は、複数の色が配置されるカラーコンパスであって、
列状に色を有する色領域が、色相順に並んだ状態で、複数配置される清色スケールを有し
、前記清色スケールの前記色領域の各々には、前記色相における純色に対して白を含む明
清色が配置される明清色域と、前記純色が配置される純色域と、前記色相における前記純
色に対して黒を含む暗清色が配置される暗清色域が、一方から多方に向かって配置されて
いることを特徴とするカラーコンパス。
【００１６】
　上記カラーコンパスでは、複数の前記色領域は半径方向に伸びて放射状に配置され、前
記明清色域、前記純色域、及び前記暗清色域が、半径方向の内側から外側、又は外側から
内側に向かって並んでいることを特徴とする。
【００１７】
　上記カラーコンパスでは、複数の前記色領域の間において、前記明清色域、前記純色域
、前記暗清色域の半径方向の位置が互いに一致していることを特徴とする。
【００１８】
　上記カラーコンパスでは、前記明清色域は、前記純色に対する白の含有量の違いにより
多段階に区分けされており、前記暗清色域は、前記純色に対する黒の含有量の違いにより
多段階に区分けされていることを特徴とする。
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【００１９】
　上記カラーコンパスでは、特定の前記色領域と、前記特定の前記色領域の両側に隣接す
る前記色領域の間には、それぞれ、補助色領域が配置されていることを特徴とする。
【００２０】
　上記カラーコンパスでは、前記特定の前記色領域の色相は赤に設定されており、前記補
助色領域の一方の色相は、黄色がかった赤であり、前記補助色領域の他方の色相は、青色
がかった赤であることを特徴とする。
【００２１】
　上記カラーコンパスでは、複数の前記色領域に対して、黄色を含有することを意味する
表示領域と、黄色を含有しないことを意味する表示領域を備えることを特徴とする。
【００２２】
　上記カラーコンパスでは、前記清色スケールに加えて、濁色スケールを備えており、前
記濁色スケールは、列状に濁色を有する濁色領域が、色相順に並んだ状態で複数配置され
、前記濁色スケールの前記濁色領域は、前記色相における各純色に対して明るい灰色を含
む明濁色が配置される明濁色域と、前記色相における各純色に対して暗い灰色を含む暗濁
色が配置される暗濁色域と、を有することを特徴とする。
【００２３】
　上記カラーコンパスでは、前記清色スケールと前記濁色スケールが、共通の板面上に重
畳した状態で配置されることを特徴とする。
【００２４】
　上記カラーコンパスでは、前記清色スケールと前記濁色スケールが、共通の板面上に重
畳した状態で配置される場所に、色名又は色記号が表示されることを特徴とする。
【００２５】
　上記カラーコンパスでは、前記清色スケールの前記色領域の上側を覆うように配置され
る加色フィルターを備え、前記加色フィルターは、前記色領域に対して特定の色を重色さ
せた視認状態を生成することを特徴とする。
【００２６】
　上記カラーコンパスでは、前記清色スケールに加えて、比較スケールを備えており、前
記比較スケールには、一方から他方までの距離がマンセル明度値に相当する明度目盛が、
色相順に並んだ状態で複数配置され、純色が、前記比較スケールの前記マンセル明度値に
合った場所に配置されていることを特徴とする。
【００２７】
　上記目的を達成する本発明は、計算機によって実行されて、複数の色が配置されるカラ
ーコンパスをディスプレイ上に表示させるカラーコンパス用プログラムであって、前記デ
ィスプレイに表示される前記カラーコンパスは、列状に色を有する色領域が、色相順に並
んだ状態で放射状又は平行状に複数配置される清色スケールを有しており、前記清色スケ
ールの前記色領域の各々には、前記色相における純色に対して白のみを含む明清色が配置
される明清色域と、前記純色が配置される純色域と、前記純色に対して黒のみを含む暗清
色が配置される暗清色域が、一方から多方に向かって配置されていることを特徴とする。
【００２８】
　上記カラーコンパス用プログラムでは、特定の前記色領域と、前記特定の前記色領域の
両側に隣接する前記色領域の間には、それぞれ、補助色領域が配置されていることを特徴
とする。
【００２９】
　上記カラーコンパス用プログラムでは、前記清色スケール上の特定場所にポインタがセ
ットされた際に、少なくとも前記特定場所に対応するトーン名、色名及び色記号のいずれ
かを、ディスプレイ上に表示させることを特徴とする。
【００３０】
　上記カラーコンパス用プログラムでは、前記清色スケールに加えて、濁色スケールを備
えており、前記濁色スケールは、列状に濁色を有する濁色領域が、色相順に並んだ状態で
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複数配置され、前記濁色スケールの前記濁色領域は、前記色相における各純色に対して明
るい灰色を含む明濁色が配置される明濁色域と、前記色相における各純色に対して暗い灰
色を含む暗濁色が配置される暗濁色域と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によれば、色の定義（色の生成や理論）があきらかになり、さらに色のイメージ
に関して、地図法式であることから瞬時に視覚的に把握・理解ができるようになる。そし
て、色の概念を一定にしたことで、複数者の間で色の共通概念を形成することができ、目
的に応じた色の扱い（選定など）を潤滑にすることが可能となる。
即ち、複数者の間でカラーコミュニケーションの共通手段を持つことが可能となり、時間
、経費、労力のロスを軽減できる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１Ａ】本発明の第１実施形態のカラーコンパスの清色スケール（文字表示を省略）を
示す図である。
【図１Ｂ】同カラーコンパスの清色スケール（説明用の符号を省略）を示す図である。
【図２Ａ】同カラーコンパスの濁色スケール（文字表示を省略）を示す図である。
【図２Ｂ】同カラーコンパスの濁色スケール（説明用の符号を省略）を示す図である。
【図３】同カラーコンパスの清色スケールと濁色スケールを重ね合わせたベーシックスケ
ールを応用して作成したＪＩＳ慣用色名マップを示す図である。
【図４】ベーシックスケールを応用して作成したＰＣＳ色名分布マップを示す図である。
【図５】同カラーコンパスと一緒に用いられる比較スケールのマンセル明度による「ＪＩ
Ｓ慣用色名」を示す図である。
【図６Ａ】同カラーコンパスの応用スケールで、清色スケールに肌色タイプ選定領域に調
和色を合成した肌表示一体型清色スケール（説明用の符号を省略）を示す図である。
【図６Ｂ】同カラーコンパスの清色スケールに肌色タイプ選定領域を合成した肌表示一体
型清色スケール（説明用の符号を省略）を示す図である。
【図７】同カラーコンパスの加色（薄黄と薄青や灰色等）フィルターを示す図である。
【図８Ａ】同カラーコンパスの収容容器を示す断面図である。
【図８Ｂ】同カラーコンパスの収容容器を示す平面図である。
【図９】本発明の第２実施形態のカラーコンパスの濁色スケール（説明用の符号を省略）
を示す図である。
【図１０】本発明の第３実施形態のカラーコンパス用プログラムを説明するブロック図で
ある。
【図１１Ａ】ＭＰＣＳ色体系の修飾語と明度及び彩度の相互関係をトーン表として示す参
考図である。
【図１１Ｂ】ＭＰＣＳ色体系のトーン表を清色スケール及び濁色スケールに展開する概念
を示す参考図である。
【図１１Ｃ】ＭＰＣＳ色体系の修飾語と明度及び彩度の相互関係をトーン表として示す他
の参考図である。
【図１２Ａ】ＪＩＳ規格の修飾語と明度及び彩度の相互関係をトーン表として示す参考図
である。
【図１２Ｂ】同規格の赤を説明する修飾語と明度及び彩度の相互関係をトーン表として示
す参考図である。
【図１２Ｃ】ＰＣＣＳ規格の修飾語と明度及び彩度の相互関係をトーン表として示す参考
図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。なお、本発明
の第１実施形態のカラーコンパスは、図１～図８に示す以下の構成を想定している。（１
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）「清色スケール」、（２）「濁色スケール」、（３）清色スケールと濁色スケールを重
ねたベーシックスケールを用いた「ＪＩＳ慣用色名マップ」、（４）同ベーシックスケー
ルを用いた「ＭＰＣＳ色名マップ」、（５）対比用の「比較スケール（ＪＩＳ慣用色名比
較マップ）」、（６）清色スケールの応用となる「肌表示一体型清色スケール」、（７）
「加色（灰色、黄、青）フィルター」、（８）「保管容器」。なお、これらのスケール又
はマップは、透明又は半透明のプレートに対して各種情報が印刷等によって表示されてい
ることが好ましい。互いに重ね合わせて見ることができるからである。
【００３４】
　また、本発明の第２実施形態のカラーコンパスとしては、図９及び図１０に示す他の表
示例とした「濁色スケール」に限定して紹介する。本発明の第３実施形態のカラーコンパ
スとしては、第１実施形態のカラーコンパスをディスプレイ上で実現するためのソフトウ
エアを紹介する。
【００３５】
　まず、第１実施形態のカラーコンパスについて説明する。このカラーコンパスを用いる
ことで、今までにない新しいカラーシステムを得ることが出来る。このカラーシステムを
、ここでは「地図式実用カラーシステム、通称ＭＰＣＳ（Ｍap Practical Color System
）」と呼んでいる。
【００３６】
　＜清色スケールの全体説明＞
図１Ａには、第１実施形態のカラーコンパスにおける清色スケール１０が示されている。
図１Ａは、清色スケール内に表示される文字を省略し、図面説明用の符号を付したもので
あり、図１Ｂは、図面説明用の符号を省略し、清色スケール内に実際に表示される文字を
付したものである。特許明細書用の図面はモノクロで表現することになるが、実際の清色
スケールは、必要に応じて着色されていることをここに付記しておく。
【００３７】
　清色スケールは、カラーコンパスの基軸になるものである。実用面では清色の使用頻度
が高いので、これを土台にする必要があるからである。詳細は後述するが、この清色スケ
ールと、後述する濁色スケールと、無彩色を統合的に表すスケールを「ベーシックスケー
ル」と呼ぶ。
【００３８】
　なお、各スケール内の最外周表示は、マンセル色相値か、ＭＰＣＳ色相記号（ＭＰＣＳ
特有の記号）を任意で選ぶ必要がある。ここで紹介するのは、ＭＰＣＳ色相記号を採用し
た「清色スケール」について説明をする。
【００３９】
　清色スケール１０は、円盤状のプレートであり、半径方向にトーン段階が配置される色
領域２０を合計１０個有している。１０個の色領域２０は「５赤、５橙、５黄、５黄緑、
５緑、５青緑、５青、５青紫、５紫、５赤紫（マゼンダ）」のＭＰＣＳ色相記号が割り当
てられる。なお、ＭＰＣＳ色体系ではマゼンタは赤紫の別称となる。ＭＰＣＳ色相記号の
中でもこの１０色をＭＰＣＳの規定色と呼ぶ。このＭＰＣＳの規定色は分割しだいで１０
個～１００個あるいはそれ以上に増やすこともできる。なお、清色スケール１０の最外周
にはＭＰＣＳ色相が示されているが、マンセルシステムを採用する場合には、マンセル色
相値（５Ｒ、５ＹＲ、５Ｙ、５ＧＹ、５Ｇ、５ＢＧ、５Ｂ、５ＰＢ、５Ｐ、５ＲＰ）が示
されることになる。勿論、ＭＰＣＳ色相とマンセル色相を同時に示すこともできる。清色
スケール１０ではマンセル色相値には参考付記として（　）カッコを付けて区別した。
【００４０】
　各色領域２０は、色相順に周方向に等間隔で並ぶことによって環状（放射状）となる。
即ち、全体的に見ると、１０個の色領域２０が、３６０度の１０分割となる３６度間隔で
放射状に配置される。また、これらの色領域２０の色相数は、ここでは１０段階としてい
るが、これはＪＩＳが準拠しているマンセル色相環との整合を図るためである。
【００４１】
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　一方、ＰＣＣＳカラーシステムは色相が１２段階となる。従って、本実施形態の清色ス
ケール１０には、赤と橙の間、及び青緑と青の間に、ＰＣＣＳ対応目盛Ｖ１（朱）、Ｖ２

（シアン）を配置している。これにより、ＰＣＣＳとの対応も概念的に理解しやすい状態
となる。勿論、ここでは１０段階を例示したが、１００段階などのように、もっと細かく
分割することも可能である。
【００４２】
　色領域２０の各々は、半径方向の内側から外側に向かって列状に、暗清色域３０と、純
色域４０と、明清色域５０がこの順に並んでいる。この清色スケール１０では、暗清色域
３０のさらに内側に、色味を帯びた黒に近い無彩色領域３１が配置され、そのさらに内側
に黒領域２０blackが配置される。また、明清色域５０のさらに外側には、色味を帯びた
白に近い無彩色領域５１が配置され、そのさらに外側に白領域２０whiteが配置される。
領域３１、領域５１は、無彩色だが明清色域５０及び暗清色域３０の清色レベル±４に相
当し、色彩をより高度に表示したい場合に用いる。従って、清色スケール１０では、必須
表示とはならない。なお、ここでは半径方向の内側から外側に向かって、暗清色域３０、
純色域４０、明清色域５０を並べる場合を例示したが、例えば、半径方向の外側から内側
に向かって並べるなど、その並べ方には柔軟性がある。そして、環状以外の形もある。
【００４３】
　＜清色スケールの純色域の説明＞
図１Ａの純色域４０には、対応する色相の純色で着色された純色子４０１が配置される。
純色は、各色相において最も彩度が高い色と定義できる。各色相において白及び黒の無彩
色を全く含まない有彩色と定義することもできる。この純色子４０１がトーンの中心にな
り、純色の色見本とにもなる。なお、実際の見本色を配置する場合に限らず、説明用の概
念として示す場合は、モノクロでもよい。なお、現存の塗料が実現できない色は沢山あり
、清色スケール１０に実際に着色される色は理論的な色とは異なる場合もある。即ち、清
色スケール１０は、実現可能な近似色を着色することによって、ＭＰＣＳ色体系における
理想色（理論色）の色概念を模式的に示して理解を深めるツールとなる。
【００４４】
　＜清色スケールの暗清色域の説明＞
図１Ａの暗清色域３０には、対応する色相における暗清色で着色された複数の暗清色子３
０１～３０３が均等間隔で配置される。暗清色とは、純色に黒が含まれた有彩色と定義さ
れる。本実施形態では、暗清色域３０が３つの暗清色子３０１～３０３を備える。暗清色
子３０１～３０３には、黒の含有量が段階的に異なる暗清色が割り振られる。例えば、暗
清色子３０１～３０３には、一定の比率で異なる３段階（等歩度加算の等歩度混色）の暗
清色が割り振られる。黒の含有量が最も少ない暗清色子３０３を「レベル－１」、黒の含
有量が中間となる２番目の暗清色子３０２を「レベル－２」、黒の含有量が最も多い暗清
色子３０１を「レベル－３」と定義する。レベル－１～－３の簡略符号によって、色に関
するコミュニケーションがとりやすくなる。３つの暗清色子３０１～３０３は、黒の含有
量が少ない方が純色域４０に近くなるように半径方向に配置される。この３つの暗清色子
３０１～３０３が暗清色の色見本となり、ツールには着色されている。
【００４５】
　＜清色スケールの明清色域の説明＞
図１Ａの明清色域５０には、対応する色相における明清色で着色された複数の明清色子５
０１～５０３が均等間隔で配置される。明清色とは、純色に白が含まれた有彩色と定義さ
れる。本実施形態では、明清色域５０が３つの明清色子５０１～５０３を備える。明清色
子５０１～５０３には、白の含有量が段階的に異なる明清色が割り振られる。例えば、白
の明清色子５０１～５０３には、白の含有量が一定の比率で異なる３段階（等歩度加算の
等歩度混色）の明清色が割り振られる。白の含有量が最も少ない明清色子５０１を「レベ
ル＋１」、白の含有量が中間となる２番目の明清色子５０２を「レベル＋２」、白の含有
量が最も多い明清色子５０３を「レベル＋３」と定義する。レベル＋１～＋３の簡略符号
によって、色に関するコミュニケーションがとりやすくなる。３つの明清色子５０１～５
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０３は、白の含有量が少ない方が純色域４０に近くなるように半径方向に配置される。こ
の３つの明清色子５０１～５０３が明清色の色見本となり、ツールには着色されている。
【００４６】
　図１Ａの清色スケール１０では、複数（１０列）の色領域２０において、明清色域５０
、純色域４０、暗清色域３０の半径方向の相対位置を互いに一致させる。即ち、複数（１
０個）の色領域２０の間では、半径方向に広がる明清色域５０、純色域４０、暗清色域３
０が、共通の同心円状のリング領域内に配置されることになる。
【００４７】
　既に述べたように、この清色スケール１０では、点線で示されるように、暗清色域３０
のさらに内側に、レベル－４となる「色味を帯びた黒に近い無彩色域」３１が配置されて
いる。また、明清色域５０のさらに外側に、レベル＋４となる「色味を帯びた白に近い無
彩色域」５１が配置されている。
【００４８】
　以上の結果、図１Ａの清色スケール１０の色領域２０では、半径方向の位置が統一化さ
れる純色域４０を基準として、半径方向外側に向かって「＋１～＋３」の３段階で次第に
白を多く含有する明清色域５０が配置され、半径方向内側に向かって「－１～－３」の３
段階で次第に黒を多く含有する暗清色域３０が配置される。結果、この清色スケール１０
は、各純色からの位置で、具体的な色を想像しやすいことと、簡単な番号で色を表現する
ことを可能にし、人間同士の色に関するコミュニケーションを円滑にする。更に、清色ス
ケール１０の考え方の根底には、簡単明瞭な色に関する理論が十分に構築されているので
、人間同士の（色での）理解の共有レベルを高めることにつながる。なお、清色スケール
１０で定義される色は、概念的理想色（理論色）であり、色見本として配置される色はそ
の近似色となる。なぜなら、清色スケール１０を製作する際に、塗料やディスプレイ等で
実際に表現可能な色を選択しなければならないからである。
【００４９】
　＜ＭＰＣＳトーン表記の解説＞
ちなみに、図１Ａの清色スケール１０（又はＭＰＣＳ色体系）の主軸をトーン表記的に表
現すると、図１１Ａの「ＭＰＣＳトーン表」になり、濁色の主軸と清色の主軸を表併記す
ることができる。なお、上段はＪＩＳに準拠させる為にＪＩＳを基盤とした馬蹄形のトー
ン表記であり、その馬蹄形のトーン表記内に、下段のＭＰＣＳトーンの数字記号をはめこ
んだものである。（日本語の修飾語はＭＰＣＳトーン表記である。）この上段は、各純色
に対してトーンの修飾語として付記する際の明度及び彩度の相互関係」を示しており、横
軸が彩度方向、縦軸が明度方向となる。この中に「ＭＰＣＳトーン表」を当て込むと、有
彩色領域内において、清色スケール１０に相当するのは、外側の半楕円領域（２つの馬蹄
形の外側領域）となり、内側の半楕円領域（２つの馬蹄形の内側領域）が濁色スケールに
相当する。
【００５０】
　これまでのトーン表記は、馬蹄形内で清濁を区別することなく一体の表し方だったが、
ＭＰＣＳトーンは実用頻度の高い清色トーンを濁色トーンと切り離して、清色スケールと
濁色スケールとに定めた。更には、ベーシックスケールのように清色スケールと濁色スケ
ールの双方を重ね合わせた使用形態も、用途に応じて使える便利さを有する。さらに、図
１Ａの清色スケール１０のごとく、トーン表現で全色相を一同に網羅できるように、馬蹄
形ではなく円形表現をとりいれた。色を立体で表現していた３次元を、トーンを用いた円
形での２次元表記にすることで、数十ページで表していた全色相を１枚で表現することを
可能とした。そして、これまでの馬蹄形トーンの、混乱と共にわかりにくく紛らわしい記
号や言葉を簡略化して、より実用的にした。図１Ａの、半径表示にしたＭＰＣＳトーンは
、これまで難しいとされていた色の共通化を実現し、色の扱いにくさからのミスや経費等
のロスの軽減を実現する新しいシステムである。
【００５１】
　また図１１Ａの「ＭＰＣＳトーン表」は、この外側の半楕円（馬蹄形）領域の最も右端
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（最高彩度）が純色（トーン表記「０」）となり、それを基準に、明度が高まり且つ彩度
が低下する上側の馬蹄形領域が明清色域、明度が低下し且つ彩度が低下する下側の馬蹄形
領域が暗清色域に対応する。そして、明清色域では、彩度面だけで言えば彩度が低下する
につれて＋１～＋３の段階的な記号を付与する。また、暗清色域では、彩度面だけで言え
ば彩度が低下するにつれて－１～－３の段階的な記号を付与する。　より理解を深める為
に、図１１Ｂには、「ＭＰＣＳトーン表」の外側の清色に限定した半楕円領域（馬蹄形領
域）を、直線的に展開した概念が示されている。この半楕円領域を直線的に展開した概念
が、図１Ａの清色スケール１０における、円盤の半径方向の色領域２０に直線的に展開し
たものとなる。
【００５２】
　＜ＭＰＣＳとＪＩＳトーン表の関係＞
図１１ＡのＭＰＣＳトーン表と、図１２ＡのＪＩＳトーン表の違いを説明する。図１１Ａ
の「ＭＰＣＳトーン表」の外側の馬蹄領域は、トーン記号としては、「かなり明るい→＋
３」、「明るい→＋２」、「やや明るい→＋１」「あざやか→０」、「やや暗い→－１」
、「暗い→－２」、「かなり暗い→－３」と定め、３つの数字での簡略表記にした。これ
は、ＪＩＳトーンの日本語と英語がわかりにくく使いづらいことや、ＰＣＣＳトーン名が
乱れ入っていることを解消したのである。
【００５３】
　更に詳細に解説すると、ＭＰＣＳトーン表の外側の馬蹄形領域（清色スケール１０の領
域）は、ＪＩＳトーン表の外側の馬蹄領域（「ごくうすい（very pale）」、「うすい（p
ale）」、「明るい（light）」、「あざやかな（vivid）」、「こい（deep）」、「暗い
（dark）」、「ごく暗い（very dark）」）の中で、最も外周に配置される色（清色）の
みに限定してグループ化し、その中の濁色を除外したものであると定義できる。つまり清
色スケール１０は、この馬蹄形の最外周のトーンを縦に伸ばして半径にしたものである。
更に、ＭＰＣＳトーン表では、純色に対する白又は黒の加算段階として「±１～３」の三
つの数字を用いたトーン表記を付記することで、修飾語の言葉のみの表現によるイメージ
の誤解や不安定さを低減している。更に、トーン名で問題となっているＪＩＳとＰＣＣＳ
のトーン表において、同義と異議の箇所が混在している問題を解決する。
【００５４】
　＜従来のＪＩＳトーン表と、第１実施形態のカラーコンパスの違い＞
次に図１（Ａ）の清色スケールと、従来のＪＩＳトーン表やＰＣＣＳトーン表（図１２参
照）の違いについて解説する。トーン表を用いて、全物体色の色相のトーンを把握するに
は、全色相数分のトーン表を必要とする。例えば、１０種の色相についてコミュニケーシ
ョンを行う場合は、１０枚のトーン表が必要となる。また、１０種の色相を貫くような色
理論が存在しないため、１０枚のトーン表を、頭の中で想像することは困難を極める。１
０枚のトーン表を準備するだけでも、手間や経費がかかるという問題がある。一方、第１
実施形態のカラーコンパスでは、ＭＰＣＳトーン表記が１枚の清色スケール１０に統合的
に反映されることによって、清色に限定した、全色相の全トーンを俯瞰することが可能に
なる。なお、ベーシックスケールであれば、濁色及び一部の無彩色も俯瞰することが可能
になる。このように、１０種の色相を一枚のスケールに網羅することによって、多数者間
で色理解とともに色指定の統一を図ることができ、従来のカラーコミュニケーションケー
ションの曖昧さやミスが軽減できる。なお、後述する清色スケールと濁色スケールを更に
統合した「ベーシックスケール」の場合、清濁を含めた全色相の全トーンを更に俯瞰する
ことが可能になる。
【００５５】
　＜清色スケールの補助色領域及びレッドバランスの説明＞
図１Ａの通り、更にこの清色スケール１０では、特定の色領域２０と、この特定の色領域
２０の両側に隣接する色領域２０の間に、それぞれ補助色領域６０が配置されている。本
実施形態では、特定の色領域２０として、赤の色領域２０が選定されており、赤の色領域
２０と、この両脇に隣接する橙と赤紫の色領域２０の間に、一対の補助色領域６０が配置
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される。具体的には、なじみのあるマンセル値で説明すると、５Ｒの赤の純色領域４０の
左右両側に４Ｒと６Ｒの一対の補助色領域６０が配置される。時計回り側に隣接する補助
色領域６０の色相６Ｒを、本実施形態では「赤朱」と呼び、半時計回り側に隣接する色相
４Ｒを「赤紅」と呼ぶ。なお「赤朱」は、わずかに黄色がかった赤であり、「赤紅」は、
わずかに青色がかった赤を意味する。図１では説明の便宜上、「赤朱」が大よそ７．５Ｒ
、「赤紅」が大よそ２．５Ｒの位置に配置されているが、実際は、「赤朱」が６Ｒ、「赤
紅」４Ｒに配置される。補助色領域６０も、純色域、明清色域、暗清色域を有するが、本
実施形態では暗清色域側の表示を省略している。清色スケール１０内の余裕スペースが限
られていることと、実用面では明清色域側を明示すればほぼ間に合うからである。
【００５６】
　＜レッドバランスの説明とＹＢリンクの関係＞
このように、５Ｒの「赤」を基準として、両脇に「赤紅」「赤朱」の補助色領域６０を配
置すると、色表現で重要となる３種類の赤色カテゴリー（これを「レッドバランス」と呼
ぶ）となる。このレッドバランスは、全ての色が、５Ｒの赤を基準として、黄色を含有す
る色相カテゴリー（これをイエローアンダー色相カテゴリー１１＝「ＹＵ」と定義する）
と、黄みを含有しない色相カテゴリー（これをブルーアンダー色相カテゴリー１４＝「Ｂ
Ｕ」と定義する）に分類する役割も兼ねる。赤を基準とするのは、赤には、「黄みも青み
も含まない赤」が存在するので、それが基軸とするのが理論に則っているうえに理解がし
やすく、扱いやすくなるからである。具体的に、図１Ａのイエローアンダー色相カテゴリ
ー１１は、基軸となる赤を含まずに、レッドバランスの「赤朱」を起点として黄側を経て
青の手前までの、青自体は含まない範囲となる。また、ブルーアンダー色相カテゴリー１
４は、基軸となる赤を含まずに、レッドバランスの「赤紅」を起点として紫側を経て青ま
で（青自体を含む）の範囲となる。従って、このレッドバランスは、ＹＵ、ＢＵのスター
ト基点を分かり易く示すことになる。なお、このイエローアンダーとブルーアンダーの色
領域の総称を「ＹＢリンク」として定義しており、ここではカラーコンパスの中心部分に
表示している。実際には、ＹＢリンクに入らない赤は存在しにくくどちらかの赤になるの
が一般的であるが、このどちらの赤になるかが、色彩上重要なのである。
【００５７】
　＜レッドバランスの効用（カメラ・モニター等への波及効果）＞
５Ｒの赤の近辺だけを図１Ａで見ると、５Ｒの赤、ＹＵ側の（６Ｒの）「赤朱」、ＢＵ側
の（４Ｒの）「赤紅」の３種類の赤が存在することを視覚的に理解できる。レッドバラン
スは、様々な赤の根本的な考え方を端的に示す手段にもなっている。赤は色彩の中で最重
要色とされており、レッドバランスのように、赤を３種のカテゴリーに分けて明示すると
、色の調和や色表現等を的確に行うための重要な役割を果たすことができる。例えば、赤
の中でも、ＹＵの色群の色とより調和が取りやすい赤は赤朱、ＢＵ色群の中の色とより調
和が取りやすい赤は赤紅となる。赤の３カテゴリー（「赤朱」「赤」「赤紅」）を理解し
使い分けることで、原因がわからずに不調和をおこしていた色の取り合わせへの解決につ
ながる。それは赤の色がレッドバランスで適切に選択できるからである。赤は微妙な色の
性質をもっていて、それぞれの赤の違いによって、ムードやイメージにも大きな影響を与
える。例えば、赤に黄みや青みがはいっているかいないかで、「ムードやイメージ、似合
うか似合わないか」等の意味合いが大きく異なってくる。なお、鳥居や、和装花嫁の伊達
襟や口紅に使う赤は赤朱の赤でなければいけない。しかし、現物は赤朱であっても、映像
（テレビや写真）での表出が、赤紅になっていることがあり、違和感を与える映像がしば
しば見られる。従って、カメラやモニターのソフトウエアに、このカラーコンパスを導入
して、レッドバランス機能をとりいれることが望ましい。レッドバランス機能を付帯させ
ることは画期的なことであるから、機器の進歩・改善に大いに役立つ。これまでホワイト
バランスはあったが、レッドに関しては取り沙汰されてこなかったので、赤の表現に不満
や問題が続いている。またレッドバランスは絵画制作にも有用性がある。後述する肌スケ
ールでも、レッドバランスは重大な役割を担う。
【００５８】
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　ちなみに、赤が日常的に多く使われる為、それに応じようとして赤系統の色名が増えて
いった経緯がある。ＪＩＳ慣用色名の２６９色でも、赤系統は４６色となり１番多い。加
えて、黄赤系統や赤紫系統のなかにも、赤っぽさを感じる色もあるので赤傾向の色数は断
然多い。多数の赤を、イメージとともに伝達するには、慣用色名、系統色名等をもってし
ても間に合わないため、不都合さと混乱を生じている。そこで、レッドバランスによって
赤を分けた清色スケール１０内で各赤色の位置を示せば、数々の問題が解決される。なお
、レッドバランス機能をもったＭＰＣＳ色体系で、色の位置を把握すれば、より適切な調
和や配色が、ＹＵとＢＵの帯表示（ＹＢリンク）で即座に理解することが可能であり、更
には、重色や混色への示唆を得ることも可能となる。それはＭＰＣＳ色体系の清色スケー
ル１０は、色を簡潔かつ的確に理論構築したものだからである。なお付記したいのは、調
和や配色方法はレベルに応じて多種あって、ここでは「基本的（初級的）配色・調和」を
指している。なお、ＹＢリンクによるこの基本的な考え方は簡単であるが、上級への土台
となる。
【００５９】
　例えば、化粧品や服飾品で頻繁に利用される色相の「赤」に属する色は、ＪＩＳ規格の
慣用色名だけでも、朱色、紅色、えんじ、ルビーレッド、ローズ、ローズレッド、赤橙、
ローズピンク、さくら、サーモンピンク、ネールピンクなど多岐に亘る。従って、現場で
は、ＪＩＳ慣用色名だけをとっても様々な色名が存在するため、人間同士で実際にイメー
ジする色が一致しない。そればかりか、ＪＩＳ慣用色名と、それを補う系統色名の両者の
色名には、同名であっても異色が存在していたり、異名であっても同色が存在していたり
して、混乱をきたしている。
【００６０】
　ＪＩＳの慣用色名は、この色名から万人が色を同じように想像するのは難しい。なぜな
ら、色名の付け方に理論性があいまいで統一性もないから色を把握するのが困難である。
そしてＪＩＳ系統色名は、理論性はあるものの問題がある。次にそれを具体的に示す。
【００６１】
　ＪＩＳ慣用色名の「ピンク」は、ＪＩＳ系統色名では「やわらかい赤（sf）」で、「灰
み」が含まれている濁色である。一方、ＪＩＳ慣用色名の「ローズピンク」は、ＪＩＳ系
統色名では「あかるい紫みの赤」で、「清色」である。つまり、「ピンク」と「ローズピ
ンク」は濁色と清色という根本的な違いがあるが、色名が似ているので、直感的に同じ仲
間の似た色と思ってしまう。
【００６２】
　またＪＩＳ慣用色名の「ももいろ」は、ＪＩＳ系統色名は「やわらかな赤（sf）」で、
「灰み」が含まれてた濁色である。そして「ももいろ」を「ピーチ」の翻訳名と理解する
人も多々存在するが、慣用色名「ピーチ」のＪＩＳ系統色名は「あかるい灰みの黄赤（lg
）」で、「ももいろ」と同じ濁色であっても、異なるトーンとなっており、そのうえ、異
なる色相での「別々の色」である。つまり図１１Ａからわかるように、ＪＩＳトーンの「
あかるい灰み（lg）」は、「やわらかい（sf）」と比較して濁色レベルが大きいが、その
ような事実（どんなふう違う色同士なのか）を十分に理解できている人は少ないため「も
もいろと」と「ピーチ」の誤解や混乱が生じている。つまり「やわらかい」という言葉が
濁色だと認識しにくいという問題や、清濁の区分けやトーンの段階の判別がしにくいとい
う問題がある。ＪＩＳ系統色名は、色を分かりやすく表記するために規格したものである
にも関わらず、実際には、現場であまり効果をなしていない。なお、「ももいろと」と「
ピーチ」が大きく異なる色であることは、このあと、ＪＩＳ慣用色名マップを使って簡単
に説明する。
【００６３】
　付け足すと、ＪＩＳ慣用色名では、純色だけをとりあげても、洋名をただ翻訳しただけ
で「洋名＝和名」になる場合と、「レッド」や「イエロー」や「グリーン」や「ブルー」
が、和名の「赤」「黄」「緑」「青」の色と、異なる色となる「洋名≠和名」の場合があ
る。即ち、洋名と和名の混在によっても色のイメージは困惑している。そして「ももいろ
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」と「ピーチ」は、色相とトーンの両方が互いにかけはなれているが、その事実さえも理
解している者は少ない。ましてやどのような違いかを語れる人はまずいない。そこで、本
実施形態のカラーコンパスに含まれる図３の「ＪＩＳ慣用色名マップ（後述）」を見れば
そのことを即座に理解でき、更に、どういう違いがあるかの色理論までも一目で把握でき
る。つまり本実施形態のカラーコンパスを用いれば、純色に対して、明清色（＋１～＋３
）、暗清色（－１～－３）、明濁色（△＋１～△＋３）、暗濁色（△－１～△－３）とい
う「１～３の数字」のトーン表記で、色理論やトーン段階を即座に理解できるので、誰で
も簡単に使用できる。ちなみに、図３のＪＩＳ慣用色名マップを見れば「ももいろ」は「
２．５赤　△＋２」で「ピーチ」は「３橙　△＋３」である。この表記から、色相がどれ
ほど大きく離れているかと、トーンが一段階違うということが判断できる。
【００６４】
　本実施形態のカラーコンパスのレッドバランスは、多数の赤を整理したり、また、色の
イメージを感覚的かつ理論的に把握したりして色カテゴリーを明確にする目的で役に立つ
。即ち「赤朱」側のＹＵの色か「赤紅」側のＢＵの色かを念頭におくことで、様々な赤色
の関係を根本的に理解でき、色のイメージもしやすくなる。例えば、朱色、サーモンピン
ク、ネールピンク、ピーチはＹＵに所属しており、紅色、えんじ、さくら、ローズピンク
、ルビーレッド、ローズレッドはＢＵに所属している。黄みが入っている色群（カテゴリ
ー）かを判別するのは、色を扱う上で、重要であることから自覚したり明記させたりする
ことで色の利用・活用が的確にでき、色調和等にも便宜となる。
【００６５】
　このレッドバランスは、一例をあげると各企業の商品のカラーチャートに応用すれば、
商品が作りやすくかつ見やすくなる。従来、多数の赤の仲間を、苦心の命名を行って、そ
の場的に羅列していたため相関関係が判然とせず、色が混乱していた。そこでレッドバラ
ンスを用いることで、これまで、色が何となく濁るとか、何となく配色がマッチしないと
か、身につけたときに顔の色がくすむなどの様々な問題の解決につながる。また赤をレッ
ドバランスで振り分けることで、売りたい色の赤の説明を簡単に行えるようになり、そし
て適切な組み合わせの色の選択も行えるようになり、広範囲の各種問題を解決することも
できるようになる。
【００６６】
　なお、レッドバランスによるＹＵやＢＵは、調和や配色に効果をもたらすばかりでなく
、色そのものの見え方を示すのに効果をもたらす。色は光によって知覚するが、自然光と
人工光の双方とも、黄みと青みの光線を含んでいる。黄みを帯びた光線下ではＹＵ色群が
美しく映え、青みを帯びた光線下ではＢＵ色群が美しく映える。その相乗効果は、色の魅
力を増す見え方となる。つまり、結婚披露宴やレストランのように、黄みを帯びた照明下
では、赤の服や赤のインテリアは、ＹＵ側の赤朱を用いると輝くような、あでやかな赤と
なって見え、ＢＵ側の赤紅を用いると、赤朱のように前に飛び出す赤ではなく、ちょっと
押さえられた赤、静かな赤という見え方が発生する。条件によっては、さえない赤になる
こともあるので、黄み照明下では赤朱系を用いるのが無難である。これは色理論の補色関
係などによるが、色理論を知らなくても、レッドバランスで赤を選択すれば、目的に合っ
た赤を選定できる。赤い服を着た人を、「若く」や「あでやかに」に見せるのか、または
「大人びた」や「品格のある」美しさを強調するのかなど、意図的に演出もできる。青み
光線は赤朱系をくすませることもあるので注意を要する。即ち、赤ならなんでもいいと考
えて、適当な赤を用いると、さえないばかりか雰囲気やイメージが異なってしまうことが
ある。一方、最適な赤を選定することが出来れば、他の色にない魅力を出せる。
【００６７】
　また、このレッドバランスは、「調和色（似合う色）」を選定する際にも便利である。
具体的には、イエローアンダーに属している色同士は、互いに調和しやすい。また、イエ
ローアンダー内でも、同レベル（例えば＋３）同士の色を組み合わせた方が調和しやすい
。これはブルーアンダーでも同様である。
【００６８】
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　＜ＭＰＣＳにおける清色の系統色名の説明＞
既に述べたように、図１Ａの清色スケール１０は、人間同士の色に関するコミュニケーシ
ョンを円滑にする。具体的な表現例として、図１Ａの純色となる１０種類の色相と、各色
相の明又は暗清色レベルとなる－３～＋３の数値の組み合わせによって、様々な色を定義
できる。例えば、図１Ａにおける位置「ア」の色は、「５青の清色レベル＋３」と定義で
き、感覚的に「かなり白みがかった青」であることを観念（イメージ）できる。これによ
り、色名とイメージを一致させた状態で、色を把握することが可能となる。また、「青の
清色レベル＋３」は「５青　＋３」と表記する。これはＪＩＳトーン表記の「ごくうすい
（ベリーペールの）あざやかな青」、ＰＣＣＳトーン表記の「うすい（ペールトーンの）
ビビッドブルー」を意味する。これでわかるとおり、ＭＰＣＳによれば表記が簡素で且つ
分かりやすくなり、覚えやすく、なおかつ、既存のトーンとの変換も可能となる。なお「
＋３」はＪＩＳとＰＣＣＳではトーン名が「「ごくうすい（ベリーペールの）」と「うす
い（ペールトーンの」と異なっている紛らわしさがある。「＋３」だけでの分かり易く覚
えやすいＭＰＣＳ色体系の表記が、いかに便利かがわかる。
【００６９】
　なお、図１Ａの清色スケール１０では、「１」刻みでレベルを設定したが、０．５刻み
のレベル設定も勿論可能である。更にレベルの絶対値を「３」ではなく「１０」などに設
定することも可能である。勿論、数字ではなくアルファベット順等の他のレベル表記手法
を用いることも可能である。
【００７０】
　更に図１Ａの清色スケール１０では、明清色域５０と暗清色域３０で、そのレベルを多
段階（ここでは３段階）に区分けしている。これにより、単純でわかりやすく、使い勝手
が向上する。具体的に各レベルは、黒又は白の含有量で段階的かつ等歩度的に区分されて
いる。なお、３つの数字だけで表す３段階は簡潔かつ単純にするには適切である。
【００７１】
　なお、図１Ａの清色スケール１０では、明清色域５０を「＋１～＋３」、暗清色域３０
を「－１～－３」の３つの数字で表現したが、例えば、ＭＰＣＳ色体系の独自の表示用語
として、明清色域５０の「＋３」を「かなり明るい」、「＋２」を「明るい」、「＋１」
を「やや明るい」、暗清色域４０の「－１」を「やや暗い」、「－２」を「暗い」、「－
３」を「かなり暗い」というように、色の明暗を基準とした文字で区分することも可能で
ある。これらは、ＪＩＳトーン表記を参考に、明清色域５０の「＋３」を「ベリーペール
（ごくうすい）」、「＋２」を「ペール（うすい）」、「＋１」を「ライト（明るい）」
、純色域４０を「ビビッド（あざやか）」、暗清色域４０の「－１」を「ディープ（濃い
）」、－２を「ダーク（暗い）」、「－３」を「ベリーダーク（ごく暗い）」という文字
に対応させることも可能である。また、ＰＣＣＳのトーン表記に対応させることも可能で
ある。しかしながら、既存のトーン表記はＪＩＳとＰＣＣＳだけでも混乱させている現状
があるので、これらの表記から独立し、且つ改善した表記とするためにも、数値（例えば
＋３～－３）を用いるのが、効率も良く利便性に長ける。なおＪＩＳとの対応をしやすく
するためにＪＩＳの略記号を付記してもよい。
【００７２】
　＜濁色スケールの全体説明＞
図２Ａには、図１Ａの清色スケール１０を基準とし、その純色に「灰み」を加えた濁色で
構成される濁色スケール１２が示されている。なお、図２Ａは、濁色スケール内に表示さ
れる文字を省略し、図面説明用の符号を付したものであり、図２Ｂは、図面説明用の符号
を省略し、濁色スケール内に実際に表示される文字を付したもので実際図となる。なお、
必要に応じて、半径方向に沿って灰色のみの濁色レベル（明るい灰色、中位の灰色、暗い
灰色）をどこかに表示しておくと、一層、有彩色の濁色レベルの理解が促進される。
【００７３】
　＜ＭＰＣＳの濁色スケールのトーン表記の解説＞
図２Ｂの濁色スケール１２は、半径方向に伸びて同方向に色が段階的に配置される濁色領
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域２５を合計１０個（規定色相数）有している。濁色領域２５が、清色スケール１０と異
なる点は、ＪＩＳトーンで説明すると清色スケールの中心（レベル０）が純色（あざやか
な色「ｖｖ」）であるのに対し、濁色スケールは、その中心が半径方向に広い範囲を示す
ようになっており、しかもその両端「±１」に分かれている。この理由を、トーンとの関
係において図１１でもって説明する。
【００７４】
　図１１Ａの「（馬蹄形）ＭＰＣＳトーン表」の有彩色領域内において、最も外側の半楕
円領域（馬蹄形領域）が清色スケール１０に相当し、この清色スケールの内側の半楕円領
域（内側の馬蹄形領域）が濁色スケールに相当する。したがって、清色スケールに相当す
る領域では、「０」の純色を基準に、左側に移動するにつれて、明清色域では＋１～＋３
の段階的な修飾語を付与し、暗清色域では－１～－３の段階的な修飾語を付与する。この
数字は図１１ＡのＭＰＣＳトーン表の下側に付記した符号表の上段に相当する。このこと
は、清色スケール１０では、「ＭＰＣＳトーン表」の最も外側の半楕円領域を、円盤の半
径方向の色領域２０に直線的に展開した構造となるのだが、この点は、既に説明した通り
である。
【００７５】
　次に濁色スケールでのトーン表関係の説明をする。図１１Ａの「（馬蹄形）ＭＰＣＳト
ーン表」の内側にある（馬蹄形の）濁色スケールの段階は、純色のトーン表記（０）に相
当する彩度となるトーンが存在しないことが分かる。即ち、濁色スケールにおける彩度が
最も高いトーン表記（「△＋１」又は「△－１」）は、清色スケールのトーン表記「＋１
」「－１」の彩度に相当する。そして、濁色スケールの段階は、左側に移動するにつれて
、上側の明濁色域では「△＋１～△＋３」の段階的な符号（番号）を付与し、下側の暗濁
色域では「△－１～△－３」の段階的な符号（番号）を付与する。即ち、濁色スケール１
２では、「ＭＰＣＳトーン表」の内側の半楕円領域（馬蹄形）を、円盤の半径方向の色領
域２５に直線的に展開した構造となる点は、清色スケールと同様である。なお、明清色域
及び暗清色域の「＋１～＋３」と「－１～－３」の数値表現に関して、明濁色域と暗濁色
域の数値表記を区別するために、トーン表記として前に「△」をつける。そして分かりや
すく説明する為に、「＋１」と「－１」側の色の領域を点線でつなげることで、トンネル
のようにつながっている意味合いを、視覚的に理解できるようにしていることを図２Ｂに
示している。なお点線内に、便宜上、純色の各色名を配置して分かり易くしている（本来
のツールは点線内が規定色１０色で着色されている）。トーン図を清色スケール、濁色ス
ケールに展開する概念は、図１１Ｂを参照して欲しい。このように、清色の「＋１」「－
１」に対して濁色の「△＋１」「△－１」、清色の「＋２」「－２」に対して濁色の「△
＋２」「△－２」、清色の「＋３」「－３」に対して濁色の「△＋３」「△－３」が対応
するように展開すると、共通の軸で、清色と濁色を対比させながらトーン表記できること
がわかる。なお、「△±１」はＪＩＳトーンの「ストロング」に相当する。ストロングは
最も微妙なトーンで理解しにくいことから、更に「△＋１」と「△－１」に細分化しても
良い。
【００７６】
　＜濁色スケールの詳細説明＞
図２Ａの濁色スケール１２の最外周には、ＭＰＣＳ色相記号が示されている。これは、図
１Ａの清色スケールの主軸の色相に合わせたものとなっている。ＭＰＣＳ色体系は、清色
スケールが基本となっているので、図１Ａの清色スケールと図２Ａの濁色スケールの主軸
の色相を合わせておけば、各色の純色（清色）と濁色の相間を一目瞭然に理解できる。例
えば、緑で説明すると、濁色スケールの５Ｇ／５緑の半径軸は、純色の５Ｇ／５緑の濁色
段階を示したものとなる。
【００７７】
　清色スケールと同じように　図２Ａの各濁色領域２５は、色相順に周方向に等間隔で並
ぶことによって環状（放射状）となる。即ち、全体的に見ると、１０個の濁色領域２５が
、３６０度の１０分割となる３６度間隔で放射状に配置される。なお清色スケールと同様
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に１００分割又はそれ以上の分割も可能である。
【００７８】
　濁色領域２５の各々は、半径方向の内側から外側に向かって列状に、暗濁色域３５と、
明濁色域５５がこの順に並んでいる。これも清色スケールと同様である。
【００７９】
　図２Ａでの濁色スケール１２では、点線で示されるように、暗濁色域３５のさらに内側
に、レベル－４となる「色味を帯びた黒に近い無彩色領域」３４が配置されている。また
、明濁色域５５のさらに外側に、レベル＋４となる「色味を帯びた白に近い無彩色領域」
５６が配置されている。なお、無彩色域の±４に色を表示する際は点線の△を付帯させる
ことで、有彩色と無彩色の区別を視覚的に図るようにしている。
【００８０】
　＜濁色スケールのストロングの説明＞
図２Ａの暗濁色域３５の半径方向外側端の「△－１」と、明濁色域５５の半径方向内側端
の「△＋１」は、同じトーン名の色（「△±１」）となり、そこには清色スケールの各純
色に対して中位の灰色を含めたＪＩＳトーンのストロング色（つよい色）となる。具体的
には、明度が中レベルで、彩度が高レベルの「わずかな灰み」を有する濁色子（５５１、
３５３）が配置される。
【００８１】
　＜濁色スケールの暗濁色域の説明＞
図２Ａの暗濁色域３５は、清色スケールの暗清色域と同様に３段階をなしていて、半径方
向内側に向かうほど黒に近い灰色に近づく。この暗濁色は、純色に対して暗い灰色を含む
色と定義することができ、純色に含められる灰色の暗さレベルが３段階となる。具体的に
例えば、明度・彩度共に純色よりも低レベルの「灰み」を有する暗濁色子３５１、３５２

、３５３が均等間隔で配置される。図２Ｂに示されるように、純色に対して「かなり暗い
灰色」を加算することで、彩度及び明度が純色よりもかなり低くなる暗濁色子３５１を「
△－３」、純色に対し「暗い灰色」を加算することで、彩度及び明度が純色よりも中程度
に低くなる暗濁色子３５２を「△－２」、純色に対し「やや暗い」灰色を加算することで
、彩度及び明度が純色よりもやや低くなる暗濁色子３５３を「△－１」と定義することに
よって、色に関するコミュニケーションの簡略化を図る。特記すると、上記のように複雑
でわかりにくい馬蹄形のトーン表がＭＰＣＳ色体系（カラーコンパス）によって、円の半
径軸に表記されることで、トーンのレベルの段階が、一目で理解できるのである。また清
濁を１枚にしたベーシックスケールは濁色スケールだけよりも一層有効である。
【００８２】
　＜濁色スケールの明濁色域の説明＞
図２Ａの明濁色域５５は、清色スケールの明清色域と同様に３段階をなしていて、半径方
向外側に向かうほど明るくなる（白に近い灰色に近づく）。この明濁色は、純色に対して
明るい灰色を含む色と定義することができ、純色に含められる灰色の明るさレベルが３段
階となる。具体的に例えば、純色よりも明度が高レベルで彩度が低レベルの「灰み」を加
算する明濁色子５５１、５５２、５５２が均等間隔で配置される。図２Ｂに示されるよう
に、純色に対して「やや明るい灰色」を加算することで、明度が純色よりもやや高くなり
且つ彩度が純色よりもやや低くなる明濁色子５５１を「△＋１」、純色に対して「明るい
灰色」を加算することで、明度が純色よりも中程度に高く且つ彩度が純色よりも中程度に
低くなる明濁色子５５２を「△＋２」、純色に対して「かなり明るい灰色」を加算するこ
とで、明度が純色よりもかなり高くなり且つ彩度が純色よりもかなり低くなる明濁色子５
５３を「△＋３」、と定義することによって、色に関するコミュニケーションの簡略化を
図る。
【００８３】
　＜ＭＰＣＳにおける濁色のトーンと三角の説明＞
図２Ａの濁色スケール１２では、清色を排除することで、濁色を分かりやすくしている。
なぜなら、そもそも濁色は理解しにくいので、清色と切り離すのが有効だからである。濁
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色の表現として、色相名（５Ｒ／５赤、５ＹＲ／５橙、５Ｙ／５黄、５ＧＹ／５黄緑、５
Ｇ／５緑、５ＢＧ／５青緑、５Ｂ／５青、５ＰＢ／５青紫、５Ｐ／５紫、５ＲＰ／５赤紫
）と、各色相名に対して、濁色レベルとなる△－３、△－２、△±１、△＋２、△＋３の
数値の組み合わせによって、様々な色を定義できる。例えば、図２Ａにおける位置「イ」
の色は、「１０橙　△＋３」となる。これを図１２のＪＩＳトーン表記及びＪＩＳ系統色
名に対応させると「ライトグレイッシュイ」で、「明るい灰みの赤みを帯びた黄」となる
。これらの複雑な文字表記を３つの数字で簡潔化し、色の位置からイメージも整理がしや
すく、混乱を防止できる。ちなみに「イ」の色は、「ベージュ」である。つまり、「ベー
ジュ」は「１０橙　△＋３」という簡単なうえに色の解説を含む表記なのである。
【００８４】
　なお、彩度は表しにくさがあるばかりでなく、人が明確に感じにくいので、トーン表示
による明度と彩度を融合させた表現は、人間の見た目にあった表現と言える。彩度は、と
くに濁色において見届けにくいが大きな影響を色に与えるのである。なんとなくの現象（
色がにごる、不調和だ、色制作に不具合が生じる、不似合いだ、違和感がある等）は、彩
度での灰みがかかわっていることがある。これはＹＢリンクでの濁色の不整合が考えられ
る。つまりＹＵやＢＵが不整合での濁色が原因になることがあるので、ＹＢリンクは濁色
スケールにおいても、清色スケールと同様に重要である。なお、一目で濁色とわかるよう
に△（濁色マーク）を付帯させている。
【００８５】
　なお、ここでは濁色におけるトーンのレベルを、△－３、△－２、△±１、△＋２、△
＋３の段階で表示するようにしているが、これに加えて又はこれに代えて、他のトーン表
記を表示することもできる。
【００８６】
　なお、ＭＰＣＳ色体系の無彩色の灰色のレベルとなる「明るい灰色」「中位の灰色」「
暗い灰色」の考え方は、ＰＣＣＳの灰色レベルも３段階なので、互いに変換しやすい。ち
なみに、ＪＩＳの灰色のレベルは４段階である。従って、ＪＩＳとの変換を容易にするた
めには、灰みのレベルを４段階に設定することも好ましい。
【００８７】
　＜ベーシックスケールの説明＞　
清色スケールと濁色スケールを重ね合わせて一枚のスケールにしたものを、ここでは「ベ
ーシックスケール」と定義する。なお、この「ベーシックスケール」には、清色スケール
と濁色スケールに加えて、無彩色の段階（色みを帯びた無彩色と白や黒）や、マンセル色
相値及びＭＰＣＳ色相名を表示しておくことが好ましい。なお、１０規定色はＭＰＣＳ色
相名で作成されているのでマンセル色相値は参考の為の付記している。この「ベーシック
スケール」は、清色スケールと濁色スケールを同時に把握できることから、ＭＰＣＳ色体
系全体を俯瞰でき、実用性の極めて高いツールとなる。このベーシックスケールを利用し
て、派生スケールと応用スケールを生成できる。
【００８８】
　次にこの派生スケールを説明する。「派生スケール」は２つあり、図３の（１）ＪＩＳ
慣用色名マップと図４の（２）ＭＰＣＳ色名マップがある。（１）（２）共にＪＩＳの系
統色名の表記法で、ベーシックスケール上に色を配置したものである。
【００８９】
　＜（１）ＪＩＳ慣用色名マップ＞
図３にはＪＩＳ慣用色名マップ１３が示されている。このＪＩＳ慣用色名マップ１３は、
ベーシックスケール上にＪＩＳ系統色名に基づいて、ＪＩＳ慣用色名をそのまま表記した
ものである。つまりＪＩＳ慣用色名のマンセル値通りに色を表示させるために、最外周に
はマンセル色相値を表示している。ＪＩＳ慣用色名が清色の場合は、色名と共にその場所
に○を表示し、かつ、ベーシックスケールの通り、○の半径方向の位置によって「－３～
＋３」の清色レベルを示す。ＪＩＳ慣用色名が濁色の場合は、色名と共にその場所に△を
表示し、かつ、ベーシックスケールの通り、△の半径方向の位置によって「△－３～△＋
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３」の濁色レベルを示す。このようにすることで、ＪＩＳ慣用色名と、ベーシックスケー
ル（清色スケールと濁色スケール）を極めて分かり易く統合できる。なお、マンセル値に
従って色を表示しているので、〇や△はピンポイントの表示となる。
【００９０】
　ＪＩＳ慣用色名は、色名の命名に規則性（及び理論性）がうすために色のイメージがつ
かみにくい。述べてきたように翻訳が一致しない色もある。結果、色の、誤解や伝達ミス
などの数々の問題をおこしている。そこで、この図３のＪＩＳ慣用色名マップ１３を用い
ることで、ＪＩＳ慣用色名の各色の地図位置から、他の色との比較、色そのものの正確な
イメージをひと目で読み取ることができ、結果、ＪＩＳ慣用色名を簡便に使いこなすこと
ができる。つまり、ＪＩＳ慣用色名での各色は、どのような色なのかが、即、わかるので
ある。産業・教育等でＪＩＳ慣用色名が用いられる場面が多いので、ＪＩＳ慣用色名の理
解を深めるＪＩＳ慣用色名マップ１３の存在意義は大きい。なお、この図３では実用面で
必要となるＪＩＳ慣用色名（基準となる色・比較したほうが良い色・誤解しやすい色・覚
えておいた方が良い色）を抽出表示しているが、全ての色を表示しても良いし、必要に応
じて個人的に追記入しても良いことは無論である。なお、主軸から純色がずれている場合
は、その純色を「●」で表記すると同時に、主軸には空欄を意味する点線の「○」を配置
することで、ずれの大きさと、その純色名が一目でわかるようにしている。
【００９１】
　＜（２）ＭＰＣＳ色名マップ＞
派生スケールの（２）ＭＰＣＳ色名マップを説明する。図４にはＭＰＣＳ色名マップが示
されている。このＭＰＣＳ色名マップ１５は、ＪＩＳ慣用色名マップ１３を参考に、現場
で用いる際の実用性を一層高めるために作成したものである。ＪＩＳ慣用色名マップ１３
におけるＪＩＳ慣用色名の位置を、範囲（面積）を持ち合わせて明記したものである。色
はピンポイントで示されるより範囲でもって表記するのが理論的にもふさわしいことから
、このＭＰＣＳ色名マップは理論的にも実用的にも優れた表現図と言える。理論や実用に
沿わせるために図３の慣用色名マップを微調整して再配置したものということもできる。
【００９２】
　ＪＩＳ慣用色名は、各色に一つのマンセル値を表記していることから、理論上、地図上
の「一点」となるが、現場の実情から鑑みると、色はある程度の範囲を有していると考え
るべきである。従って、図４のＭＰＣＳ色名マップ１５では、ＪＩＳ慣用色名が清色の場
合は、ある程度の面積を有する円形、楕円等の範囲で示し、濁色の場合は、ある程度の面
積を有する三角形等の範囲で示す。なお、ＭＰＣＳ色名マップ１５の場合は、様々な形状
の範囲を示したいので、その観点では清色と濁色の区別を○と△で行う場合に限られず、
例えば実線で囲った範囲を清色とし、点線で囲った範囲を濁色と区別することもできるで
あろう。線種ではなく、線の色や太さで清色・濁色を区別しても良いであろう。
【００９３】
　最外周にはマンセル色相値ではなく、ＭＰＣＳ色相記号（５赤・５橙・５黄・５黄緑・
５緑・５青緑・５青・５青紫・５紫・５赤紫）が付帯する。つまり、ＭＰＣＳ色体系の１
０規定色を基準にしてＪＩＳ慣用色名を再配置したものであることから、このマップでは
マンセル色相値ではなくＭＰＣＳ色相記号が最外周に表示されなければならない。つまり
、図３で示したＪＩＳ慣用色名マップでは、マンセル色相を基準に主軸を配置したので純
色の黄緑・緑・青緑・青・青紫・紫は、主軸からずれることになるが、図４のＭＰＣＳ色
名マップでは、図３ではずれていた黄緑・緑・青緑・青・青紫・紫の色が、ＭＰＣＳ色相
の主軸に配置される。このように、ＭＰＣＳ色相記号は、マンセル色相値と対応させてい
るものの、ＭＰＣＳ色体系の純色の色であるという意味を持たせる必要性から、ずれを修
正している色があることを示すために、あえて、マンセル色相値と異なる表記にしている
。具体的には「５Ｂ」を「５青」というように異ならせている。
【００９４】
　図４のＭＰＣＳ色名マップ１５に表示される色は、実用的に重要な色の中から更に選択
的に表示したものであり、この他に必用に応じて、色を足してゆくことも勿論可能である
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。図４のＭＰＣＳ色名マップ１５では、純色の赤・橙・黄・黄緑・緑・青緑・青・青紫・
紫・赤紫を理論色（理想色）での１０規定色とし、この１０色からの相関関係で展開した
ものである。実用的にはこのマップの色の概念が重要で、これによって色が統一され、色
関係での会議等のカラーコミュニケーションの場において、共通概念で議論ができるよう
になり、更には、難しかった色のイメージの複数者間での共有を可能にし、色伝達の向上
につながる。ＭＰＣＳ色名マップには１０規定色と、ピンク・ブラウン（茶）・空色を必
須として実用主要色としておくことが好ましい。実用面では、規定色と合わせたこの１３
色と白・灰色・黒の合計１６色（基準色と呼ぶ）があれば基本的構築ができる。
【００９５】
　ＭＰＣＳ色名マップ１５で特筆すべきは、一般的又は現場で混同しやすい色や注意すべ
き色は、このＪＩＳ慣用色名の問題を改善する目的で、一部の色の位置を、マンセル値を
鑑みて修正し、更に、色のその目的に沿った範囲（エリア）として提示させたことである
。その修正は理論に則っている。これにより、ＭＰＣＳ色体系の便覧図のような意味合い
を持たせている。即ち、ＪＩＳ慣用色名の色名問題を解決するために再配置していること
から、図３で示したＪＩＳ慣用色名マップと区別する為に、図４のマップ名称は「ＭＰＣ
Ｓ色名」マップと名付ける。
【００９６】
　更に図４のＭＰＣＳ色名マップ１５では、明確にしたほうがよい複数の色をくくった「
群」という概念も導入して、広範囲な領域を別途の形（点線）で括っている。例えば、「
マゼンタピンク群」と「うす赤ピンク群」と「オレンジピンク群」には、ＪＩＳ慣用色名
に相当する「さくら」「ももいろ」「サーモンピンク」「ピーチ」等がまとめて括られて
いる。
【００９７】
　更に具体的に説明する。たとえば、「ターコイズブルー」は、ＪＩＳ系統色名は「明る
い緑みの青」である。図３のＪＩＳ慣用色名マップにおいて「ターコイズブルー」は「５
Ｂ」の位置にある。つまり「５Ｂ」は「緑みの青」であって青ではない。青のマンセル値
は「１０Ｂ」である。青は青であることが、実用の場では求められることから、図３のＪ
ＩＳ慣用色名マップにおける「青」の「１０Ｂ」を、図４のＭＰＣＳ色名マップでは主軸
の「５青」へ移動させた。図４をみれば、「水色」は「ターコイズブルー」よりトーンが
高く、「そら色」は「青」よりトーンが高い色であることが一目でわかる。ちなみに「青
」や「そら色」は、緑みが含まれていないこともわかる。「みず色」は「そら色」と違い
、多少緑みがかかっている。「ターコイズブルー」より明るいのが「みず色」で、「そら
色」は緑みがないという違いも瞬時に理解できる。つまり、図３のＪＩＳ慣用色名マップ
の「そら色」「みず色」「ターコイズブルー」と、図４のＭＰＣＳ色名マップ１５のこれ
らの色で表示位置を異ならせているのは、図４のＭＰＣＳ色名マップでの現場の実用性や
便利度を高めるためと、使用頻度の高い色は色の位置を定めて色ブレをしないようにする
ためである。
【００９８】
　「そら色・みず色・ターコイズブルー」のように一見似た３種の色で、従来、区別の付
け方がわからずに混乱しているものであっても、図４のＭＰＣＳ色名マップ１５では一目
で見分けることができる。結果、あまり色を勉強していない人でもこのＭＰＣＳ色名マッ
プ１５を見れば、全ての色の裏付けが自ずと理解でき、色の位置で色の理解ができる。こ
のように、色の配置に理論性を加えると、色を頭で考えて色をイメージできるので応用も
きく。そのうえ既知の色名の存在しない色であっても、マップ上で提示すれば、その色を
簡単に想像できる。結果、新しい色を決める時や色の企画やカラーコミュニケーションも
円滑になる。結果、ＭＰＣＳ色名マップを用いれば、電子メールや電話でも色関係の話が
理解した上でできる。要するに、ＭＰＣＳ色名マップ１５は、ＪＩＳ慣用色名をはじめ、
色名の発祥根拠（色理論）を示しながら、各色の概念基準を示す実用的ツールとなる。例
えば必要に応じて、図３のＪＩＳ慣用色名マップで慣用色名の色の色相値とトーン（系統
色名）を確認し、実際には図４のＭＰＣＳ色名マップで色の詳細の検討をし、新しい企画



(21) JP 2015-190841 A 2015.11.2

10

20

30

40

50

・新色決定等を行い、ＭＰＣＳ色名マップに新色を追記することで、色情報も保管するこ
とが効率よく出来るのである。なお、図４のＭＰＣＳ色名マップは、全色を示すことがで
きるものであって、この全色に「色の配置に関する理論がある」のだが、ここでは代表色
のみの説明にとどめる。
【００９９】
　ＭＰＣＳ色名マップ１５中のレッドバランスの近辺は、高トーン（＋２・＋３）の赤系
統の色表現に効果を発揮する。例えば「ピンク」は、赤系統の高トーンである。ＪＩＳ系
統色名に於いて「ピンク」は「（ソフト）やわらかい赤」で、「灰み」、つまり「濁色」
としている。しかし、一般的（通念的）にピンクは「清色」と捉えられている。つまり「
赤系統に白を混ぜた色」との理解である。そのギャップを明確に認識している者が少ない
ために、ピンクの色扱いでのトラブルが発生する。そこで、レッドバランスを用いて、赤
朱側（ＹＵ側）のピンクを「オレンジピンク群」とし、理想色の「赤」（５赤）に白を加
量したものを「うす赤（ピンク）群」とし、赤紅側（ＢＵ側）のピンクを「マゼンタピン
ク群」とする。赤系統で何となく不具合な色になるというときは、レッドバランスの赤の
取り違いが考えられる（または、濁色と清色の誤りもある）。そして、白が加量された清
色ピンクか、明るい灰色が加量された濁色ピンクかを一目で理解させるために、清色○（
丸）と濁色の△（三角）マークはここでも効果を発揮する。更に、一般的理解と、ＪＩＳ
慣用色名との不整合を解決するために、日常的なピンクは、マゼンタピンク群とみるほう
がより実用性があるので、マゼンタピンク群に「ピンク群」と付記する。更に、実用上の
「ピンク」は、青みが僅かに加量された高トーンの清色（○表示）の場合と、濁色（△表
示）の場合の双方が含まれるので、図４のＭＰＣＳ色名マップでは、清色の○マークに濁
色の△マークを重ねている（ちなみに、「えんじ」も△と○を重ねている）。このように
赤系統色を整理し、群や清濁によって区分けをすると、多数存在する赤系統の色が整理さ
れ、混乱を相当に防ぐことができる。
【０１００】
　また、この３つのピンク群を利用した区分けは、イメージやムードの使い分けにも役立
つ。オレンジピンク群は大人びたピンクで知的というイメージにつながり、マゼンタピン
ク群は可愛いというイメージにつながる。色は青みが入ると落ち着く方向にいくのだが（
「色＋青み」は、沈む・落ち着く傾向がある）、ピンクの場合、白の含有量との兼ね合い
で青みが加量されると、幼さや愛くるしさや可愛いらしさというイメージになる。これは
多種の性質を持つ赤という色の特徴で、強い印象のショッキングピンクにも赤の特殊な性
質がある。なお、ショッキングピンクには黄みは入っていない。このように、ピンクの青
みと黄みは、イメージやムードをガラリと変える。これらは（例えば）ファッション界に
必要な知識で、ＹＵカテゴリーとＢＵカテゴリーを明確にして、３つのピンク群（赤群）
を踏まえることで、ターゲット（年齢）や目的イメージなどに応じた商品を、より的確に
企画することができる。
【０１０１】
　高トーンのピンクの次に、純色の「あざやかな赤」の活用例を具体的に説明する。ＪＩ
Ｓ慣用色名には、系統色名での「あざやかな赤」の色が多数存在する。「赤」「レッド」
「ばら色」「ローズ」「べに色」「べに赤」「からくれない」「カーマイン」「ストロベ
リー」「トマトレッド」「シグナルレッド」「ポピーレッド」がある。これらは『あざや
か赤』という同じ系統色名だが全て異色である。そもそも、ＪＩＳ慣用色名には、その命
名にきっちりした理論性がないので、色名からのイメージが錯綜し、イメージを揃えるこ
とができず、色表示としては不十分で混乱のもとにもなっていた。ＪＩＳ系統色名は、慣
用色名でのこの不十分さを補うように作成されたが、１つの修飾語である「あざやかな」
が付く色だけを取り出しても多すぎて、これまた不十分である。あまりにも色相の情報が
大雑把すぎるのである。つまり、赤をとってみると、オレンジ寄りの赤でも、マゼンタ寄
りの赤でも、すべて同じ「あざやかな赤」になるのである。そこでＭＰＣＳ色体系は、Ｍ
ＰＣＳ色相をマンセル色相値に対応させて、微妙な色相まで表現できるようにしたのであ
る。つまり、マンセル色体系同様、１００分割でもそれ以上でも詳しい色相を明記できる
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。そして視覚的に表現する地図法式なので、一目で詳細な色相情報が理解できる。なお「
ローズ」と「ばら色」は、マンセル値（彩度値）が異なる別々の色である。翻訳での同一
色ではないことも付記しておく。
【０１０２】
　すでにＭＰＣＳ色名マップについて説明をしているが、ここで補足説明を行う。ＪＩＳ
慣用色名は広く普及しているので、このＪＩＳ慣用色名を、より実用的に使える事が理想
である。しかし、ＪＩＳ慣用色名には問題がいくつかある。ＪＩＳ慣用色名はマンセル準
拠でマンセル値表記をしているが、「青」をとりあげて説明すると、「旧マンセル」では
青は「５Ｂ」に位置していたのに対し、「修正マンセル」では「青」は「１０Ｂ」の位置
になっている。このズレが企業も色彩専門家でも意識できていないことが多く、「青」の
色の扱いが乱れている。これは特に実用面で困る現象に繋がっている。そこで、実用性を
テーマとしているＭＰＣＳ色名マップでは、ＪＩＳ慣用色名を使いやすいものに改良する
ために、「青」は「５青」に位置させるようにし、これを基準に、青相関の色が理論と共
に地図式に配置されている。だから、外周にはマンセル色相値ではなくＭＰＣＳ色相値（
５青）が記入されている。なお、図３のＪＩＳ慣用色名マップは、図１及び図２の清色ス
ケールと濁色スケールの主軸を重ねたベーシックスケールの主軸を一緒に表示しているが
、これは本出願において説明の便宜の理由から表示しているものであり、主軸は表示して
おく必要はない。図４のＭＰＣＳ色名マップのように、主軸を省略すると本来の色の分布
が見やすくなるので好ましい。実際のツールでは、ベーシックスケールの主軸のみを記載
したプレートの上に、透明のＭＰＣＳ色名マップを重ねることで、一層見やすいものにで
きる。
【０１０３】
　また図４のＭＰＣＳ色名マップ１５をみれば、同名・異色や異名・同色を解決できる。
例えば「ピンク」「ももいろ」「こうばいいろ」が、灰みがかっている（濁色）か否かも
表示手法で示される（ここでは濁色であることを示す三角形が表示される）。結果、清色
と受け止められがちのこれらの３色は、実際は濁色であることがわかる。
【０１０４】
　＜ＪＩＳ系統色名の説明＞
図４のＭＰＣＳ色名マップ１５に示される「ベージュ」のＪＩＳ系統色名は「明るい灰み
の赤みを帯びた黄」である。色相は同じで明るさが増すと「生成り」となるが、この「生
成り」のＪＩＳ系統色名は「赤みを帯びた黄みの白」（図１２Ａのトーン表参照）である
。このように系統色名は複雑すぎるうえ、「赤みを帯びた黄みの白」という表現は相当に
わかりにくい。
【０１０５】
　ちなみに「アイボリー」の系統色名は「赤みを帯びた黄みのうすい灰色」（図１２Ａの
トーン表参照）となり、これも相当にわかりにくい。しかも「アイボリー」は「生成り」
と共に無彩色扱いとなり複雑極まる。このように、従来、慣用色名や系統色名で、難解ま
たは複雑となっていた表現の色を、ＭＰＣＳ色名マップ１５では、位置（色相・トーン）
と、清色や濁色の〇と△を組み合わせて示すことによって、色を視覚的に理解できるよう
になる。
【０１０６】
　ここで理論色（理想色）について説明する。ＭＰＣＳ色体系では「赤・青・黄」を「３
元色」とし、混ざりのない純粋色と定義する。即ち、赤は黄みも青みもない赤、黄は赤み
も青みもない黄、青は黄みも赤みもない青と定義する。それに赤の反対色の緑と紫を加え
て、色の基になる５基本色とし、これらの５基本色の中間色５色（黄赤・黄緑・青緑・青
紫・赤紫）を加えて１０規定色とする。上記「色の基となる５基本色」は理論的な色であ
って、実際の色再現・提示は近似色になる場合があるので、それと区別するために『理論
色（理想色）』とする。図４の「ＭＰＣＳ色名マップ」は、「ＭＰＣＳ色名」とあるよう
に、この１０規定色を表記している。この１０規定色は、修正マンセルの色相環での１０
色とは異なる色ずれ部分があるので、マンセル値に対応しているが、実際のマンセル値で
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はないため、ＭＰＣＳ色相記号表記となる。
【０１０７】
　＜ＭＰＣＳ色名マップでの黄近辺の説明＞
次に図４のＭＰＣＳ色名マップを参照して黄色近辺を事例とともに説明する。黄色近辺も
、赤系統同様、日常関係で使用頻度が高い色である。まずは、黄色近辺の清濁色の事例を
あげて説明する。例えば「ヤマブキ色・エクルベージュ・クリーム色」は清色であり（○
で表示）、「おうど・ベージュ・すすたけ色」は濁色（△で表示）である。なお「生成り
・アイボリー」は無彩色なので点線表記となる。
【０１０８】
　「生成り」は、ＪＩＳ慣用色名では"色みを帯びた無彩色"として扱っている。「生成り
」は、ＪＩＳ系統色名では「赤みを帯びた黄みの白」で、ＰＣＣＳでは「ペールトーンよ
り明るめ」という双方異なった表記である。しかもこれらの表現はわかりにくい。ＭＰＣ
Ｓ色体系だと、「〇１０橙＋４」（〇は無彩色を意味する点線表記）と表記するだけであ
る。色相が「１０ＹＲ」に対応した色であり、無彩色であって、かつ、かなり白っぽい色
であることが理解できる。そしてこれは、マップをみれば視覚的に一目瞭然で、色理論ま
でも即時に理解できる。
【０１０９】
　同様に「アイボリー」は、ＪＩＳ系統色名では「赤みを帯びた黄みのうすい灰色」とな
るが、ＭＰＣＳ色名マップでは「△２．５黄＋４」（△は無彩色を意味する点線表記）と
表示される。ＪＩＳ系統色名の「赤みを帯びた黄み」は、色相幅が大きすぎて、１９ＹＲ
から２．５Ｙまでの幅があり、しかも表現（言葉や文）がわかりにくい。ＭＰＣＳ色名マ
ップではそれも解決している。（１０ＹＲ対応の）「１０橙」、（２．５Ｙ対応の）「２
．５黄」というように、０・５までの色相表示がされている。
【０１１０】
　次に「エクルベージュ」と「ベージュ」を説明する。「エクルベージュ」のＪＩＳ系統
色名は「うすい赤みの黄」となり、ＭＰＣＳ色名マップは「７．５橙＋２」と表す。「ベ
ージュ」のＪＩＳ系統色名は「明るい灰みの赤み帯びた黄」となり、ＭＰＣＳ色名マップ
では「△１０橙＋３」と表示される。両者を比較すると、ＭＰＣＳ色名マップなら、「ベ
ージュ」が濁色であることがひと目で判り、両者の色相の違いの理由までわかるが、ＪＩ
Ｓ系統色名では、清濁判別ばかりでなく色の説明がわかりにくいうえに、不十分な説明で
ある。なお、ここでは清色には○を付けず濁色のみ△を付けるようにしている。
【０１１１】
　なお、図４のＭＰＣＳ色名マップでは、「ベージュ」の実用的な範囲は、トーンの低い
色まで用いられる傾向があるので、その実用面から「ベージュ」の色範囲を長い三角形に
することで、現場の傾向と整合させている。
【０１１２】
　次に「すすたけ色」を説明する。「すすたけ色」は、ＪＩＳ系統色名では「赤みを帯び
た黄みの暗い灰色」（これも長い文でわかりにくい）で、ＭＰＣＳ色体系では「△９．５
橙－４」（△は無彩色だが灰みがかかっていることを意味する点線表記）となる。従って
、黒に近い無彩色と言うことがひと目で判る。つまり、ＭＰＣＳ色名マップは、表記だけ
でも十分に色がイメージでき、それだけでも分かりやすいが、マップを見ればもっと理解
が早く確実となり、ミスが少なくなる。
【０１１３】
　また、ＭＰＣＳ色名マップを見ると、１０橙の色には、「生成り」「ベージュ」「やま
ぶき」「おうど」がある。これらは同じ色相で「やまぶき」を濁色かつ高トーンにしたの
がベージュで、濁色かつ低トーンにしたのが「おうど」であるということが瞬時にわかる
。ちなみに「おうど色」のＪＩＳ系統色名は「くすんだ赤みの黄」である。上記の４色は
ファッション・インテリア・建築等に利用度が高い色だが、この清濁の相異やトーンを知
ることで適切に色を扱うことができる。また、「茶色」と「こげ茶」について説明をする
と、これらは、ＪＩＳ系統色名では共に「暗い灰みの黄赤」の「ダーク」になっているが
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、色見本を見るまでもなく両者は異なる色というのが一般的である。そこで、ＭＰＣＳ色
名マップでは、トーンで区別して茶色を「△５橙－２」、こげ茶を「△５橙－３」として
いる。このようにＪＩＳ慣用色名の色で、修正を加えた方が実用に沿っている色は、ＭＰ
ＣＳ色名マップでは移動させている。
【０１１４】
　また上記において橙付近の色にも触れたが、この辺りの色は医学・生理学関係や肌関係
に大きく関わってくる。そこで応用スケールとして、「肌スケール（花肌円）」を作成し
たがそれは後述する。医学・生理学関係の「医学用部分マップ」をここで簡単に説明する
。
【０１１５】
　尿や便等の色表現に赤色・茶色・褐色・黄褐色・赤褐色や茶褐色・暗褐色・淡赤色・琥
珀色・チョコレート色・ウイスキー色・ワイン色・コーラ色・コーヒー色・ココア色・紅
茶色・黄色・山吹色・焦げ茶色・白色・緑色等がでてくる。これらは脈絡がなく、統一性
のない色名の使い方をしている。そこでＭＰＣＳ色体系の「医学用部分マップ（５橙を中
心に１８０度から１５０度を拡大した半円形や扇形）」を用いて、清濁を踏まえた色の整
理をし、色提示をすれば合理的かつ医学の詳細情報となり診断や医学教育等に偉力を発揮
する。患者からは「チョコレート色の便」の訴えが多数ある。「便は、血液の色で肛門よ
り遠いと古い血になり黒ずんだ茶色になる。」からして清色のチョコレートか、濁色のく
すんだ褐色かによって、診断がしやすくなるというような色の活用法ができる。つまり「
医学用部分マップ」で医学的色地図を作成して、色統一及び色提示をするのである。
【０１１６】
　この「医学用部分マップ」は、色相の提示が色の成り立ちからの３段階表記であること
と、○と△でもって表現しているので、患者にも医学生にもわかりやすいため、誰でもこ
のマップを使って症状の説明がしやすくなる。これまた、カラーコミュニケーションアッ
プが医学界でも発揮するのである。医学関係の他にも目的に応じてベーシックスケールの
一部を拡大してツールを作成することができるのである。なお、図４のＭＰＣＳ色名マッ
プでは、「はだ色」や「チョコレート」や「かっ色」や「セピア」が清色（〇表記）であ
ること、「あんず」や「ちゃ色」や「こげ茶」や「おうど色」が濁色（△表記）であるこ
とを紹介しておく。
【０１１７】
　後ほど詳述する肌スケールでは、図４のＭＰＣＳ色名マップで示すように「肌色」は色
彩理論通り清色で灰みのない色となる。肌にはくすみがあるので、肌スケールではそれを
黒に近い暗い灰色ドットで示し、肌に加算された見え方になることを肌スケールの図で示
している。図４のＭＰＣＳ色名マップで示すように、肌色に重要な「かっ色」も清色扱い
になる。これらがくすんだ色ではなく清色であることが重要なのである。
【０１１８】
　なお、ここでは、濁色表示を三角形の記号で清色と区別したが、濁色レベルを数値や文
字で示すなど、またその他の記号や他の方法によって清色と区別することも勿論可能であ
る。
【０１１９】
　ここでは特に図示しないが、赤を起点としたイエローアンダー色相カテゴリーとブルー
アンダー色相カテゴリーの終点となる青の両脇にも、ブルーバランスとして一対の補助色
領域を配置することも考えられる。重要度からすると、レッドバランスの方がずっと高い
。また、青を中心に右が黄みがかる、左が赤みがかるというものでレッドバランスと意味
が異なる。青は赤と同様に特異な色性質をもつ色である。
【０１２０】
　＜比較スケール（明度版ＪＩＳ慣用色名比較マップ）の説明＞
図５の比較スケール１６は、半径方向の中心からの距離が明度値となる明度目盛が表示さ
れており、この目盛が各色相に放射状に備えている。この比較スケール１６では、半径方
向の中心側が明度１、半径方向の最も外側が明度１０となり、周方向が色相の遷移となる
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。比較スケール１６には、ＪＩＳ慣用色名の各色が、明度値と色相値を基準に配置される
。つまり、清色スケールの「＋３～－３」のトーン段階ではなく、ＪＩＳの明度値「１～
１０」を用いている。なお、ここでも、図３及び図４で示した「ＪＩＳ慣用色名マップ」
及び「ＭＰＣＳ色名マップ」と同様に、清色ではなく濁色の場合は三角（△）を付すこと
で、区別できるようにしている。ＪＩＳ慣用色名を配置した比較スケールを、ここでは（
明度版）ＪＩＳ慣用色名比較マップと呼ぶ。なお図５の明度値「０～１０」の数字は、本
来なら目盛となる線上に書くことが好ましい。
【０１２１】
　なおこの比較スケール１６を用いることで、色相が異なると、純色の明度が違ってくる
ことが一目でわかる。従って、図５の比較スケール１６と、図３のＪＩＳ慣用色名マップ
を見比べることによって、ＪＩＳ慣用色名のマンセル表記と、ＪＩＳ慣用色名の系統色名
表記による色名の関連性を、視覚的に理解することができる。
【０１２２】
　また、図４のＭＰＣＳ色名マップで主軸に配置される１０色の規定色は、理想色（理論
色）であることは既に説明したが、比較スケール１６は、大きな丸の中に10色（赤・橙・
黄・黄緑・緑・青緑・青・青紫・紫・赤紫）が、マンセル色相値のまま配置される。結果
、ＪＩＳ慣用色名の一部の純色は、主軸上からずれていることも一目で理解できる。この
ような理解も、一般的には知られておらず、混乱の要因となっているので、図３のベーシ
ックスケールでのＪＩＳ慣用色名マップと、図５の比較スケールでのＪＩＳ慣用色名比較
マップの双方を用いることで、この相違等が一目でわかると共に、色への理解が深まり、
色を使い分けることができる。そして、相違だけでなく一致する純色もあることも容易に
把握できる。更に、ＪＩＳ慣用色名の各純色は、かなりの明度差があることも図５から簡
単に理解できる。ちなみに、この明度差はマンセルの色相環の並び方に符合している。つ
まり、「黄」の明度が一番高いことがマンセル色相環でもってトップ（水平に対して９０
度）の位置に表記されている、そして真下に青紫がきている。これは図５とマンセル色相
環の重要な関係を示している。その他の純色の位置も同様に図５に符合している。
【０１２３】
　なお、ここではＪＩＳ慣用色名の一部を掲載したが、ＪＩＳ慣用色名の他の色を形成す
ることは勿論可能である。更には、ＪＩＳ以外の色名等をマップ上に掲載することも可能
である。また、この図５のＪＩＳ慣用色名比較マップでは、明度値を半径軸に設定したが
、自然物や建物など、彩度が重要となる用途に関しては、明度段階ではなく彩度段階を半
径軸にもってきた比較スケールを用意する。
【０１２４】
　＜肌色表示一体型清色スケール（以下、「肌スケール」と呼ぶ）の説明＞
次に、応用スケールの１つとなる、図６の肌スケール７０について説明する。なお、図６
Ａは、肌スケール内に表示される文字を省略し、図面説明用の符号を付したものであり、
図６Ｂは、図面説明用の符号を省略し、肌スケール内に実際に表示される文字を付したも
のである。この肌スケール７０には、清色スケール１０と同じ概念が取り込まれることか
ら、清色スケール１０と同一又は類似する部分については、図１の清色スケール１０と同
じ符号を付与することで詳細な説明を省略し、ここでは異なる点を中心に説明する。なお
、「肌スケール」は、「清色スケール」の各色領域が、花びらのような半円型に移行して
いる。肌スケールは、肌色と色の調和（似合う）の関係及び肌色タイプ診断を示すツール
となる。なお、医学的には皮膚色と言うがここでは、肌色（はだしょく）と呼ぶ。
【０１２５】
　既に第１実施形態で説明したように、清色スケール１０のイエローアンダー領域及びブ
ルーアンダー領域は、ＭＰＣＳ色体系の大きな特徴の１つである。この清色スケール１０
の応用バリエーションは豊富であり、しかも利便性も高い。肌スケール７０はその具体例
の一つであり、特にレッドバランス（赤の３種とイエローアンダー領域とブルーアンダー
領域）の活用方法がここでも特徴的である。
【０１２６】
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　図６Ａの肌スケール７０の最外周には、１０色の規定色名（赤・橙・黄・黄緑・緑・青
緑・青・青紫・紫・赤紫）と、ＭＰＣＳ色体系特有のレッドバランスを表示する赤朱と赤
紅の文字が表示される。これらの内側には、２つの補助色領域６０と１０規定色の計１２
個の色領域２０（それぞれ７段階のトーン色：－３～＋３）が、半円形の中に収められて
並んでいる。全体視すると花のようなデザインとなる。なお、実際の肌スケール７０では
、各半円形内は各色相の７トーンに着色される。そして肌の丸にも暫定肌色が着色されて
いる。これらの色領域２０及び補助色領域６０によって、有彩色を網羅し（濁色スケール
も含むので）、これらと肌色との調和色を明示する。２つの補助色領域６０を含む計１２
個の色領域２０の内側には、色の２大カテゴリーのイエローアンダー色相カテゴリー７２
とブルーアンダー色相カテゴリー７４を明示した環状の帯（ＹＢリンク）が存在する。こ
の帯は、図１の清色スケール１０では中心に近いところに配置したものである。そして更
に内側には、肌色タイプ選定領域７１が形成される。なお、暫定肌色を説明すると、肌の
色を紙やモニターで表すと肌の複雑さ（詳細は後述）から表しきれないので、暫定とした
のである。肌の色表現には、理論の筋道からの概念的考慮が重要で、表現手段が困難な肌
色を概念でもって色を定めることで、どんな人種でも，肌スケールを用いられるのである
。
【０１２７】
　イエローアンダー色相カテゴリー７２は、実際には薄い黄色で表示され、ブルーアンダ
ー色相カテゴリー７４は、薄い青色で表示される。なお、この肌スケール７０のイエロー
アンダー色相カテゴリー７２は、赤朱から黄側を経て青の手前までとしていて、既に説明
したものと同様となっている。ブルーアンダー色相カテゴリー７４は、赤紅から紫側を経
て青までとしている。
【０１２８】
　この肌スケール７０は、「赤」の色領域２０を小さくして、レッドバランスを構成する
赤朱と赤紅色の２つの補助色領域６０の間に配置している。また、この赤朱と赤紅の補助
色領域６０は、「－３～＋３」までの７トーンを表示するようにしている。更に他の色領
域２０（純色域４０）と同じ面積となる半円形にしている。また、肌スケール７０におけ
る１８０度を占めるイエローアンダー色相カテゴリー７２の外周側に、補助色領域６０の
赤朱色と、橙、黄、黄緑、緑、青緑の色領域２０を、３０度の位相差で等間隔に配置して
いる。一方、肌スケール７０における１８０度を占めるブルーアンダー色相カテゴリー７
４には、補助色領域６０の赤紅色と、赤紫、紫、青紫、青（ブルーアンダー領域は５枚で
１枚少ない）の色領域２０を、３６度の位相差で等間隔に配置している。
【０１２９】
　＜肌色タイプ選定領域の説明＞
図６Ａで示すように、肌色タイプ選定領域７１は、環状に配置されるドットリンク７９を
有する。このドットリンク７９の内側には、中庸肌色に加算される黄み含有量表示領域７
１Ａ、中庸肌色に加算される赤み含有量表示領域７１Ｂ、中庸肌色に加算される白み含有
量領域７１Ｃ、中庸肌色に加算される黒み含有量表示領域７１Ｄを、それぞれ１８０度の
周方向に沿った帯として備えている。黄み含有量表示領域７１Ａは、上半分の１８０度、
即ちイエローアンダー色相範囲７２と同じ範囲に設定され、中庸肌色に加算される黄み含
有量レベルが両側に向かってレベル４～レベル１まで低下する。赤み含有量表示領域７１
Ｂは、下半分の１８０度、即ちブルーアンダー色相範囲７４と同じ範囲に設定され、中庸
肌色に加算される赤み含有量レベルが両側に向かってレベル４～レベル１まで低下する。
白み含有量表示領域７１Ｃは、左半分の１８０度の範囲に設定され、中庸肌色に加算され
る白み含有量レベルが上下側に向かってレベルＩＶ～レベルＩまで低下する。黒み含有量
表示領域７１Ｄは、右半分の１８０度の範囲に設定され、中庸肌色に加算され黒み含有量
レベルが上下側に向かってレベルＩＶ～レベルＩまで低下する。従って、これらの４種の
表示領域７１Ａ～７１Ｄは、周方向に沿って２種が、互いに重なり合う関係となり、各表
示領域７１Ａ～７１Ｄの中央には、四角で囲むようにして含有色名（白め、黒め、黄め、
赤め）が配置される。４種の表示領域７１Ａ～７１Ｄの内側には、丸領域（着色された見
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本肌色が並ぶ）７６が周方向に複数配置される。この各丸領域７６は、中庸肌色にその場
所に相当する２種の含有量を組み合わせた色（例えば、中庸肌色＋白み含有量レベル１＋
黄み含有量レベルＩＶ）で着色されることで、周方向に色が推移する。（実際のツールで
は、着色された段階的混色の暫定肌色の丸が４つずつ並んでいて、肌色見本としては１６
色が提示されている。）なおブルーアンダー領域中央の四角の「赤め」を「青め」としな
かったのは、肌の見えは生理学・医学的に「青み」から「赤み」になる考察がある為、そ
れに基づかせている。なお、この「赤め」の赤は「赤紅」である。ここでは見本の肌色と
して４段階レベルで肌色表示をしたが、例えば３段階でも良く、その他の段階数で表示し
ても良い。なお「中庸肌色」とは、とりわけ色白や色黒でもない、そして黄みや赤みが際
立っていない肌色、または、ミックス（後述詳細）の肌色をさした暫定的な色である。こ
こにＪＩＳ慣用色名の肌色（はだいろ）や日本人の平均的肌色を想定することも好ましい
。補足すると、「黄め」「赤め」「白め」「黒め」は、肌の４大カテゴリーを区分けする
キーワードなので、それを強調するためにこれらを四角で示した。
【０１３０】
　肌色見本は、４つの肌カテゴリーの中に含まれる。４つの肌カテゴリーは、上記４種の
領域７１Ａ～７１Ｄの中での２種の組み合わせが中庸肌色に加算されることで決定される
。具体的には、「黄（色）っぽさ」＋「白っぽさ」の肌色、「黄っぽさ」＋「黒っぽさ」
の肌色、「赤っぽさ」＋「白っぽさ」の肌色、「赤っぽさ」＋「黒っぽさ」の肌色が配置
される。各カテゴリーは、各々９０度角の位相範囲となる。
【０１３１】
　クリームスキンカテゴリー７３ＹＷは、中庸肌色に黄み含有量表示領域７１Ａと白み含
有量表示領域７１Ｃが重なった９０度の角度範囲に設定され、「クリームを含んだ明るい
肌色」を意味する。クリームスキンカテゴリー７３ＹＤは、中庸肌色に黄み含有量表示領
域７１Ａと黒み含有量表示領域７１Ｄが重なった９０度の角度範囲に設定され、「かっ色
を含んだ暗め系の肌色」を意味する。ピンクスキンカテゴリー７５ＢＷは中庸肌色に赤み
含有量表示領域７１Ｂと白み含有量表示領域７１Ｃが重なった９０度の角度範囲に設定さ
れ、「ピンクを含んだ明るい肌色」を意味する。赤ら（顔）スキンカテゴリー７５ＢＤは
、中庸肌色に赤み含有量表示領域７１Ｂと黒み含有量表示領域７１Ｄが重なった９０度の
角度範囲に設定され、「赤ら顔系の暗めの肌色」を意味する。これらのカテゴリーを読み
取ることで、個人（パーソナル）の肌色に近い色や肌タイプを選定することが可能となる
。
【０１３２】
　クリームスキンカテゴリー７３ＹＷは、周方向にクリーム色系統の肌色が、色味を変化
させながら配置される概念を意味する。なぜなら、白みの含有量１（少ない）～４（多い
）と、黄みの含有量Ｉ（少ない）～ＩＶ（多い）の組み合わせによって、肌が階調表示さ
れるからである。
【０１３３】
　かっ色スキンカテゴリー７３ＹＤには、周方向にかっ色系統の肌色が、色味を変化させ
ながら表示される概念を意味する。なぜなら、黒みの含有量が１（少ない）～４（多い）
と、黄みの含有量がＩ（少ない）～ＩＶ（多い）の組み合わせによって、肌が階調表示さ
れるからである。
【０１３４】
　ピンクスキンカテゴリー７５ＢＷには、周方向にピンク系統の肌色が、色味を変化させ
ながら表示される概念を意味する。なぜなら、白みの含有量１（少ない）～４（多い）と
、青みの含有量Ｉ（少ない）～ＩＶ（多い）の組み合わせによって、肌が階調表示される
からである。
【０１３５】
　赤ら（顔）スキンカテゴリー７５ＢＤには、周方向に赤ら系統の肌色が、色味を変化さ
せながら表示される概念を意味する。なぜなら、黒み含有量１（少ない）～４（多い）と
、青みの含有量がＩ（少ない）～ＩＶ（多い）の組み合わせによって、肌が階調表示され
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るからである。
【０１３６】
　これらの４つの肌カテゴリーでは、それぞれの肌色の程度のパターンを示したものであ
るが、肌は、透明度や色ムラ、ツヤ、凹凸などがあることから、具体的に色表示を行うこ
とは不可能に近い。中心の中庸肌と共に、これらは見本色と言っても、概念的な肌色階調
を示す表示となるので暫定色と言える。なお、丸領域７６は、近似色での肌見本をこの小
円に付けるのは可能である。なお、中庸肌にはミックスタイプの肌として、各要素がミッ
クスされた肌色や、表出赤（後述）がＹＢリンクと逆の赤の場合が含まれる。
【０１３７】
　＜肌スケールの使用方法＞
この肌スケール７０を用いると、肌色タイプ選定領域７１を利用して、自分の肌に近い肌
色領域（スキンタイプ）を特定する。つまり、個人（パーソナル）の肌色診断をする。そ
の方法は、先ず、明度が一番見極めやすいことから、自分の肌タイプを診断する場合、自
分の肌が、色白か色黒かを見極める。
【０１３８】
　そこで色が白いことが最も大きな特徴な肌であれば、白み含有量表示領域７１Ｃ側に決
定し、続いて「黄（色）め」か「赤め」かを見極めることになる。青白さやピンクの肌で
あれば、ピンクスキンで、黄色っぽさが見受けられればクリームスキンということになる
。
【０１３９】
　一方、色が黒いことが最も大きな特徴な肌であれば、黒み含有量表示領域７１Ｄ側に決
定し、続いて「黄（色）め」か「赤め」かを見極めることになる。黄みがかった茶色系で
あればかっ色スキンということになり、黄みよりも赤みのほう際立つ場合は赤ら（顔）ス
キンになる。
【０１４０】
　以上の結果、自分の肌が、クリームスキンカテゴリー７３ＹＷ、かっ色スキンカテゴリ
ー７３ＹＤ、ピンクスキンカテゴリー７５ＢＷ、赤ら（顔）スキンカテゴリー７５ＢＤの
いずれかに該当することになる。結果、該当した肌のカテゴリーは、ＹＢリンクでイエロ
ーアンダーかブルーアンダーかを見極め、そのアンダー側の花びらのＹＵの６枚からか、
ＢＵの５枚から、色を選ぶことでより調和する色（似合う色）を選定できる。中庸肌の場
合の調和色は、円周全色と調和しやすいことを表しているが、実際にはＹＵかＢＵかのど
ちらかであることが多い。
【０１４１】
　なお肌色タイプ診断のもうひとつの使いかたは、肌色見本の中の４つの色、具体的には
「黄白肌」、「青白肌」、「黄黒肌」、「赤黒肌」で、４つのカテゴリーの堺の色でもっ
て判断することもできる。個人の肌の特徴にあわせて使い分けるとよい。
【０１４２】
　肌色診断の一義的な目的は、イエローアンダー（黄み含有量表示領域７１Ａ）かブルー
アンダー（青み含有量表示領域７１Ｂ）を判別することである（更に高度な調和色を求め
る方法が肌スケールにはあるが誰にでもやりやすい初歩的調和法だけに、ここではとどめ
る）。その判別をしやすくするための仕組みが、肌タイプ選定領域７１の４区分なのであ
る。なお、この初歩的調和を確認するには、ＹＢリンクだけを独立して回転させると良い
。このＹＢリンクが逆の位置になると、全花びらの色が、一気に見映えが悪くなる。ＹＢ
リンクの調和色の効果を如実に実感できる。それほど重要なＹＢリンクである。
【０１４３】
　カラーコーディネーターなど専門家は、この肌スケールで、スピーディ且つ厳密に肌区
分けが可能となり、従来の問題、例えばカラーコーディネーターによる肌色診断が一定し
ない等の課題を解決することができ、プロならではの高度な調和（似合う）色のアドバイ
スまですることも可能になる。つまり「肌スケール」は一般人の自己診断も出来、プロに
よる肌診断の良さも出るという便利ツールとなる。なお「似合う」とは、「何」と「何」
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との関係性を意味しており、「肌と髪の色・肌と服の色・肌とメイクの色」等が代表的で
あるが、その他に「肌とメガネの色」など多数ある。従って、肌スケールは、肌の色に対
して、様々な他のマッチしやすい色を探すツールとなる。
【０１４４】
　なお、ドットリンク７９には、赤朱と赤紅のドットや、くすみを意味する濃い灰色のド
ットが環状（周方向）に配置される。これらのドットによって肌色の変化を感覚的に理解
できるようにすることも好ましく、図６ではＹＢリンクの内側に配置している。つまり、
肌色は、黄、赤、白、黒の感じる度合いのレベルで、イエローアンダーかブルーアンダー
を見極めるのだが、肌色は、高揚時など突発的に表出する赤み（気温的表出もある）があ
り（この場合の赤みも、「赤朱」か「赤紅」がある）、更には、くすみが関わってくる。
それを合わせて肌色を見るために、模式的に補助的な事項をドット表示しておくと、利便
性を高めることが出来る。
【０１４５】
　また、この肌スケールでは、周囲に清色スケールを配置する場合を示したが、勿論、濁
色スケールを配置してもよい。その他、ベーシックスケール（ＭＰＣＳ色名マップやＪＩ
Ｓ慣用色名マップ等の色名）を配置することも可能である。
【０１４６】
　＜加色（灰）フィルターの説明＞
図７に示すように、清色スケール１０の上側を覆うように配置される加色（明るい灰色）
フィルター１９を用いて、濁色を示すことも可能である。この灰色フィルター１９は、清
色スケール１０の色に対して「灰み」を混在させた視認状態を生成する。
この灰色フィルター１９は、光透過性（透明）のガラス又は樹脂材料によって形成される
円板状のプレートであり、灰色の微細ドット（点）を無数に配置することも可能である。
灰色フィルター１９の目的は、清色に灰みがかったときの見え方を視覚的にシミュレーシ
ョンするためのものである。「明るい灰色」は見え方を生み出す程度の色合いのものであ
る。
【０１４７】
　＜灰色以外の加色フィルターの説明＞
ここでは特に図示しないが、図１の清色スケール１０の色領域２０の上側を覆うように、
灰色以外の他の色の加色フィルターを配置することも好ましい。この加色フィルターは、
清色スケール１０の色領域２０に対して、灰色の他に、例えばうすい黄色や、うすい青色
等の特定の色を重ねた視認状態を生成する。具体的には、灰色フィルター１３と同様に、
特定の有彩色の微細ドットを配置したり、うすい黄色又はうすい青色を光透過性フィルム
に着色したりする。この結果、例えば、うすい黄色のフィルターをかざせば（重ねれば）
黄みを帯びた自然光での朝夕の斜光や人工光での電球、そして青色のフィルターをかざせ
ば（重ねれば）人工光での青みの蛍光灯などの各種光の下で、清色スケール１０を見た状
態を仮想的に表現することができる。光の色によっての色の見え方においては、演劇等の
舞台のほか、ショーやパーティや結婚式などの照明のもとでの衣装やインテリア等に如実
に影響し、色の失敗が当現場で判明することが多い。実用面での色扱いが大きく物を言う
のが光の色なのである。このフィルターを用いて、あらかじめ環境下での色の見えを頭に
おき、清濁スケール（ベーシックスケールでもよい）にフィルターを重ねて、予想光での
色による色の見え方を確認しておくことで、失敗のない色使いを可能にする。
【０１４８】
　＜保管容器の説明＞
図８には、本カラーコンパスの保管容器を含めた全体像が示されている。清色スケール１
０、濁色スケール１２、ベーシックスケール（ＪＩＳ慣用色名マップ１３及びＭＰＣＳ色
名マップ１５）、比較スケール１６、肌スケール７０（これらを総称して「スケール群」
と呼ぶ）は、全て保管容器１８に収容される。なお、付録として備えるフィルター１９も
、保管容器１８に収容される。この保管容器１８は、下側容器１８Ａと透明上蓋１８Ｂを
備える。下側容器１８Ａには、中心軸１８Ｄと、清色スケール１０の周縁と部分的に接触
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する円弧状の側壁１８Ｃが形成されており、中心軸１８Ｄと側壁１８Ｃによって、清色ス
ケール１０が下側容器１８Ａから脱落することを防止する。また、下側容器１８Ａには、
各スケールの固定角度を規制するための突起１８Ｘが形成され、全てのスケールの外縁に
形成される切欠き１８Ｙと嵌め合う。結果、全てのスケールの角度が互いに一致するよう
になっている。なお、応用スケールは「医学用部分マップ」等、多種が考えられるがこの
ような追加スケールも収容が可能である。
【０１４９】
　なお、ここでは「スケール群」の外縁に切欠き１８Ｙを形成する場合を例示するが、「
スケール群」の中心に形成される貫通穴側に、収容角度を一致させるための切欠き又は突
起を形成することも可能である。その場合は、この貫通穴に挿入される下側容器１８Ａの
中心軸１８Ｄに、反対の突起又は切欠きを形成すればよい。
【０１５０】
　側壁１８Ｃは、「スケール群」の外周に対して、全周ではなく部分的に接近する。従っ
て、側壁１８Ｃが存在しない場所を利用して、指先によって清色スケール１０をつまみ出
すことができる。透明上蓋１８Ｂは、保管時や使用中に清色スケール１０の上方を覆うこ
とで、「スケール群」に塵埃が付着したり「スケール群」に手や異物が触れたりすること
を抑制して、損傷や変色（汚れ以外に色の退色）を予防する。なお、「スケール群」の材
質は、正確に発色できるものを採用し、現場での使用時を配慮して、汚れ防止機能や、堅
牢性を兼ね備えたものが好ましい。汚れ防止の意味からは、保管容器に入れたまま、各ス
ケールを観察できるように、蓋は透明にする。製造コストを下げた簡易製品の場合は、紙
で製造することも可能である。
【０１５１】
　＜カラーコンパスツールの利用方法＞
カラーコンパスを利用する場合、「スケール群」から観察したいスケールを選択し、使用
するスケールが上側となるように積層順を入れ替える。
【０１５２】
　例えば清色スケール１０を用いる場合は、清色スケール１０を最上側に配置し、更に透
明上蓋１８Ｂで上方を覆うことで保護する。他のスケールについても同様である。具体的
な使用方法は様々であるが、数多い中から幾つかを紹介すると、例えば、以下（１）～（
５）のように用いる。
【０１５３】
　（１）「取り留めなく存在する何万の色から"任意の色を探す"場合」、着色された清色
スケール１０の基本（規定）色でまず大雑把に色み（色相）のあたりをつけ、そこから半
径方向に明清色、暗清色をたどってゆく。色が最も色差を表すのが色みであり、その次が
明暗で、しかも、人間が認知しやすいのも明暗となる。清色スケール１０を用いれば、色
を見つけやすく、半径軸に沿うことで色が大幅に絞られる。ここですでに目的の色にたど
りつくこともある。たどり着かない場合は、求めている色が清色でないことになるので、
濁色スケール１２に交換して同様の作業を行う。
【０１５４】
　（２）「"新色を決める"場合」、過去に選定した色を知っておく必要があるが、従来は
、系統付けて整理するシステムがなかったため、創作した色名の色を羅列していた。そこ
で本カラーコンパスでは、過去に選定した色（創作名称）を、清色スケール１０又はベー
シックスケールを"書き込み版"として用い、そこに過去に選定した色を書き込んで整理す
る。こうすると、どこの辺りの色が足らないか、新色はどのような位置で求めたいのかが
はっきりし、決めやすくなる。こうして色の位置を確認し決定出来ると、新色の命名も、
色理論に基づいた設定ができ、また大量に存在する既存色名からもぴったりのものを選定
できる。なお新色の命名は、位置を定めた後に、既存色名の他に、ＭＰＣＳ色体系で用い
た色の位置（地図の経度と緯度にあたる）番号をつけてもよい。また、商品イメージやム
ードや目的にあわせた、アピール性が高い独自の色名もつけやすくなる。このようなプロ
セスで新色を決定すると、新色名と、実際の色のイメージが結び付きやすくなり、新色名
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は目的物（商品等）の適切なイメージを伝えやすいものとなる。なおかつ、企業内では、
企画で決定した色の伝達を、本実施形態のカラーコンパス表示で行えば、各部署にも伝わ
りやすく、その伝達ミスも少ない。そして、選定した"色を修正する場合"も、「清色レベ
ル（または、濁色レベル）を＋２から＋１に変更する」、「色相を５黄から８黄に変更す
る」、「清色スケールから濁色スケールに変更する」など、頭の中における色の修正イメ
ージと、言葉による色の修正指示を一致させることが可能となり色の修正もしやすくなっ
て、この伝達のミスも抑制できる。
【０１５５】
　とりわけ、このカラーコンパスを用いることによって、このコンパス（及び他の色体系
）で数値として表現されていない「間の色」の設定も容易になる。例えば、「清色レベル
を＋１．５程度（＋１と＋２の間）」と説明した場合でも、そのイメージを複数名の間で
共有することができる。なお、色相は１００やそれ以上の数の色を０．５以下でも指定で
きる。濁色に関しても同様である。結果、色の無限大の広がりを、言葉と目でカバーでき
るので、色の活用性を飛躍的に高めることが出来る。色見本が無い場合でもＭＰＣＳ色体
系を用いた色の位置番号を取り交わすことで、制作部署（工場）での作業効率もあがる。
【０１５６】
　ここで重要なのは、これまで製作部署（印刷や塗料・染料・顔料を用いた製品制作部署
）と企画部署とデザイン部署（マンセル値を使用するが他の部署では通じない）とには共
通する色のものさしがなく、各部署で異なる色モノサシを使っていたので伝達が困難とな
ったていたことである。その結果、やり直しが発生し時間・経費がかかっていたが、それ
ぞれの部署で、本実施形態のカラーコンパスを用いれば、色の基軸ができ、色のモノサシ
及び色表現の一本化（統一）を可能にするので、企画部署（デザイン部署も）と製作部署
間での色修正のやりとりもスムーズになる為、時間や経費や労力がカットされる。しかも
、電話やメールでも、色のやりとりが自在になる。
【０１５７】
　具体的には、企画部署と製作部署の双方が、本実施形態のカラーコンパスを保有してお
き（簡単なシステムなので、頭に入ってしまえば無くても可能になる）、製作部署では、
事前にカラーコンパスを用いて自社での色による基本色マップを作成しておくと更に効率
がよい。企画部署からカラーコンパスを用いて指定された色は、すぐさま製作にとりかか
れる。
【０１５８】
　（３）顔料、染料、塗料等では、混色の際、組み合わせに注意を要する色同士がある。
そこで本実施形態のカラーコンパスを用いて、良い配色や調和色としてはＹＵやＢＵの中
で互いに選択すれば無難である。何よりは、不具合の色同士を回避できる。この用い方は
、顔料等だけでなく、粘土状態の物質や、照明を用いた各種ディスプレイ機器においても
同様となり、またその他の場面など幅広く適用できる。
【０１５９】
　（４）製品関係だけではく、"映像やデザイン等の決定時に用いることが出来る"。いち
いちピッタリの色見本を手元にすることは甚だ困難である。ピッタリの色見本がない場合
の色に関するコミュニケーションはむろん困難を来していたが、ＭＰＣＳ色体系を用いる
ことで大幅に解決される。清色スケールを各人の頭に持ちあえば、互いに抱いている色に
ついての会話がしやすいものとなる。つまり色イメージが、清色又は濁色の３段階の数字
と１０の色相（詳細まで可能）で話せる。清色と濁色を整理して一同に表せるうえに、有
彩色ならず無彩色までの色全般を簡潔に会話ができる。
【０１６０】
　（５）上記様々な用い方において、ＪＩＳ慣用色名との関係を求められる場合がある。
その時は、ベーシックスケール（ＪＩＳ慣用色名マップ１３やＭＰＣＳ色名マップ１５）
や比較スケール１６を参照して、ＪＩＳ慣用色名の位置を確認すればよい。ＪＩＳ慣用色
名をＭＰＣＳ色体系で把握すれば、ＪＩＳ規定の色に沿った色の企画や製品製作も、色情
報や色理解が充実したうえで出来るのである。
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【０１６１】
　＜第２実施形態の濁色スケールの説明＞
次に第２実施形態のカラーコンパスに含まれる濁色スケールに限定して説明する。図９Ａ
に示される濁色スケール１２は、色を表示する枠として△と□を用いており、図１１Ｃの
ＭＰＣＳトーン表の展開概念を採用している。即ち、濁色スケール１２の半径軸の中央に
、濁色レベル△±１を意味する「□表記」配置し、半径方向の外側に向かって濁色レベル
△＋２、△＋３を意味する「△表記」、内側に向かって濁色レベル△－２、△－３を意味
する「△表記」を配置する。濁色レベル△±１を「□表記」にしたのは、純色ではなくＪ
ＩＳのストロングであることを明確に区別するためである。ストロングは「つよい」と表
記している。
【０１６２】
　図１１Ｃの展開の通り、清色用レベル目盛数及び長さと濁色用レベル目盛数及び図での
長さ（距離）が互いに異なっているのでので、この図９に清色スケールを重ねて表示する
と主軸の長さがずれる。勿論、図１１Ｃの点線Ｘのように、この濁色スケールの目盛を半
径方向にそのまま拡大して、半径軸の長さを清色スケールの長さと同じサイズにすること
も可能であるが、そうすると清色用レベル目盛間隔と濁色用レベル目盛間隔が異なるので
、重ねて表示する際には、注意を要する。
【０１６３】
　＜第３実施形態のカラーコンパス用プログラムの説明＞
次に、図１０を参照し、本発明の第３実施形態として、上述のカラーコンパスをディスプ
レイ８６上で実現するカラーコンパス用プログラム９０について説明する。このカラーコ
ンパス用プログラム９０は、計算機８０の記憶装置８２に蓄積されておりＣＰＵ８４で実
行される。この結果、計算機８０に接続されているディスプレイ８６上に、図１～図９で
説明したカラーコンパスが画像として生成される。
【０１６４】
　具体的に、このカラーコンパス用プログラム９０は、清色スケール用プログラム９１、
濁色スケール用プログラム９２、ＪＩＳ慣用色名マップ用プログラム９３Ａ、ＭＰＣＳ色
名マップ用プログラム９３Ｂ、比較スケール用プログラム９４、肌スケール用プログラム
９５、加色フィルター用プログラム９６、選定色保存プログラム９８、色値表示プログラ
ム９９を備えている。
【０１６５】
　清色スケール表示プログラム９１は、図１で示す清色スケール１０を仮想的にディスプ
レイ８６に表示させる。濁色スケール用プログラム９２は、図２で示す濁色スケール１２
を仮想的にディスプレイ８６に表示させる。ＪＩＳ慣用色名マップ用プログラム９３Ａは
、図３のＪＩＳ慣用色名マップ１３をディスプレイに表示させる。ＭＰＣＳ色名マップ用
プログラム９３Ｂは、図４で示すＭＰＣＳ色名マップ１５をディスプレイ８６に表示させ
る。比較スケール用プログラム９４は、図５で示す比較スケール１６（ＪＩＳ慣用色名比
較マップ）をディスプレイ８６に表示させる。肌スケール用プログラム９５は、図６で示
す肌スケール７０をディスプレイ８６に表示させる。加色フィルター用プログラム９６は
、キーボードなどの外部入力装置（図示省略）からの指示を受けて、キーボードなどの外
部入力装置（図示省略）から、追加色とその重畳レベル（重ね合わせ量）の指示を受けて
、清色スケール１０に対して、加色フィルター１９を被せた時と同じ状態の画像を、ディ
スプレイ８６に表示させる。具体的には、ディスプレイ８６上の清色スケール１０に対し
て、指定された色を、その重畳レベルで重ね合わせた視認状態の色を生成して表示する。
選定色保存プログラム９８は、ディスプレイ８６において、利用者によって最終的に特定
された色を、計算機８０の記憶装置８２に保存する。
【０１６６】
　色値表示プログラム９９は、画面に表示される清色スケール１０や濁色スケール１２の
上に、マウスでポインタを合わせた際、その場所の色のＭＰＣＳ記号を画面表示する。こ
れにより、このカラーコンパスとＭＰＣＳ色体系との相関を、常に把握することが可能と
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なる。同様に、マウスを合わせた際に、最も近いマンセル値、ＪＩＳ慣用色名、ＰＣＣＳ
系統色名やＪＩＳやＰＣＣＳのトーン（略記号を含む）などを表示することも好ましい。
他にも、ＭＰＣＳ色体系記号、ＲＧＢ値（１０進、１６進）、ＣＭＹＫ値等、色に関する
付加情報を表示することも考えられる。そしてその他の和名に限られず、洋名も表示に加
えることも考えられる。ＪＩＳ系統色名を表示することも考えられる。
【０１６７】
　第３実施形態のカラーコンパス用プログラム９０によれば、ディスプレイ８６上に仮想
的にカラーコンパスを表示させることができるので、色の選定作業を飛躍的に効率化でき
る。
【０１６８】
　なお、以上の実施形態のカラーコンパスでは、各スケールが円盤形状となっており、色
領域が放射状に配置される場合に限って示したが、本発明はこれに限定されない。例えば
、一方の軸（例えば横軸）が色相、他方の軸（例えば縦軸）が清色レベル又は濁色レベル
となるような、方形のスケールに、平行状やマトリクス状に色を配置する事も可能である
。
【０１６９】
　＜商品タグや医学用部分マップ等への応用について＞
カラーコンパスの利用方法は他にもある。例えば商品に付されるタグや、店内の陳列棚に
表示される案内標識（又は色ガイド）に活用できる。さらに、商品パンフレットや色説明
等にも活用できる。これらの商品タグ等に清色スケールや濁色スケール、ベーシックスケ
ール等を印刷しておき、対応商品の色彩の「位置」を表示する（例えば星マークで位置を
示す）だけで、多数の商品のカラーバリエーションの整理と、対応商品の色の位置づけを
視覚的に簡単に把握できる。なお、この際の清色スケール等は簡略表示でも良い。このカ
ラーコンパスに、調和色や似合う色、良配色を含むコーディネイト等（アドバイスとなる
ような色群等）を目的に応じて付記することも可能になる。なお、インターネット通販に
おいても、画面上にこのカラーコンパスを表示することが好ましい。実際の色が購入者に
伝えられないと言われている通販関係ではかなり大きな効果及び便利さが発揮できる。カ
ラーコンパスによって、色彩理論に則っているため一定した色の表示ができ、なおかつ、
購入者がこのカラーコンパスに基づいて、色を、実感に近い感じで想像しながら、色の要
点をおさえて自分の好みの色を選択できるので、商品の撮影・印刷・モニター等での写真
の出来映えによる"見え"の色彩に惑わされることが少なくなる。結果、購入商品が到着し
た時に、思っていた色と異なるような失望を免れ、結果として返品の軽減に貢献する。即
ち、このカラーコンパスは、単なる色説明ではなく、色案内（カラーナビゲーション）機
能を併せ持つことが大きな魅力である。
【０１７０】
　なお従来は、ラベル・パンフ・店頭用案内板などでは、配色や調和色の似合う色の取り
合わせが、表示したいのに出来なかった。それは配色や調和色が複雑かつ相当な説明が必
要であったためと考えられる。本実施形態のカラーコンパスによれば、簡単な図や言葉で
理解が可能となるため、それを実現できるのである。端的に色の、説明や詳細表示ができ
ることから、売り手側は商品の、管理や展示がしやすくなり、買い手側は買いたい物の色
のアドバイスを目で受けて買いやすくなる。
【０１７１】
　また、ここでは特に図示しないが、このカラーコンパスは医学・医療分野においても有
益である。例えば医学の専門書でも、皮膚の色、血液の色、内臓の色、便や尿の色等で様
々な判断を書く必要があるが、その色を正確に伝えることは困難を極める。そこで専門書
において、本発明のカラーコンパスを用いて、色を解説するようにすれば、具体的なイメ
ージとして読者（医師や看護師や医学生等）に医学とからめて色を伝達することができる
。特に医学分野では、清色と濁色の違いが判断に大きな影響を及ぼすことが多く、例えば
、かっ色とチョコレート色が清色であり、それが濁色になるとどのような症状や病名であ
るかなどについて、簡潔かつ分かり易く解説することができるようになる。医学・医療分
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野では、特に橙や赤や茶近辺の色が重要になるため、この近辺のベーシックスケールまた
は、図４のＭＰＣＳ色名マップを一部切きりだして部分的に拡大した医学用部分マップを
用意することが好ましいといえる（もちろん全部でも構わない）。具体的には５橙（５Ｒ
）を中心に１８０度内の部分マップを作成する（「医学用部分マップ」と呼ぶ）。医学界
では、色名が病名になっているものもあるほど、数多くの色名が使われているのだが、人
によって表現が異なり錯綜状態にある。そこでこの医学用部分マップ（図４からの部分マ
ップ作成がよい。基準になる色名があったほうが都合が良い）で、清色の丸と濁色の三角
で何十種類もの色を色彩理論に基づいて医学的に提示できる。これは医学専門家だけでな
く患者（一般者）にとっても便利で、医師への尿や便の色の状態説明をマップの位置で示
せて、より正確でスピーディさが伴うので好ましいと言える。なお、マップのなかで要所
の色見本として、丸や三角を着色（拡大しているので丸が大きいことから、塗りつぶして
表示すると、色見本の役目が大となる）するのも好ましい。
【０１７２】
　以上、図面等で説明したカラーコンパスは、あくまでも模式図であることから、色の位
置や分布は、目安である点に留意されたい。
【０１７３】
　なお、応用となる書き込み手法としての使い方を簡単に説明する。まず、書き込み手法
としては、「書き込み版」のカラーコンパスを用意する。具体的に書き込み版は、（１）
具体的な色名が表示されていない主軸のみのベーシックスケール（これを「白紙ベーシッ
クスケール」と呼ぶ）に書き込む方法と、（２）既に色名が配置されている図４のＭＰＣ
Ｓ色名マップに書き込む方法がある。（１）では、白紙ベーシックスケール（主軸上の規
定色が着色された版と、着色無しのモノクロ版がある）に、各自が載せたい色を、○や△
のマークで地図の位置に記してゆく方法である（マークの横に色名を付記することや、ソ
フトウエアなら自動的に着色することも可能）。（２）の方法の場合、図４のＭＰＣＳ色
名マップを透明盤として用意し（不透明版もある）、上記の「白紙ベーシックスケール」
の上に重ねて主軸を透視しながら、書き込み版のＭＰＣＳ色名マップに、載せたい色を追
記する方法である。（透明盤でしかもマジック等で書き込める素材であることが求められ
、また、カラーコンパスの価格によってセット内容や材質の違いがあるものとする）。こ
の書き込み版ＭＰＣＳ色名マップは、透けるモノクロ盤だから（無論、着色版もあっても
いい）、白紙ベーシックスケールがしっかり見えるように重ね合わすことができるので、
書き込み版ＭＰＣＳ色名マップでは主軸を省略して書き込み空間を増やしつつ、ＭＰＣＳ
色体系の色の基本軸が透けて見えることになる。もちろん下の白紙ベーシックスケールが
邪魔なときは、それを外して白の紙等の上に置いて書き込めばよい。このように、図４の
書き込み版ＭＰＣＳ色名マップに、目的の色を書き込んでゆく作業は、ＭＰＣＳ色名マッ
プに予め配置されている主要色に沿ってできるので迷うことなくできる。つまり、色の基
本概念を白紙ベーシックスケールがガイドし、そして実用色を、図４のＭＰＣＳ色名マッ
プがガイドしてくれるのである。自社の色の整理や管理はベーシックスケールで行っても
よいが、ＭＰＣＳ色名マップを用いると、実用色のガイド付きなので、ベーシックスケー
ルよりもわかりやすく、作業の担当者が変わっても、あるいは経験の浅い者でもガイド通
りに色を置いてゆけばよい。
【０１７４】
　次に書き込み手法で利用される製品態様を説明する。製品態様としては、（１）ケース
に収まるプレート態様と（２）紙素材で構成される紙面態様と、そして（３）ソフト（プ
ログラム）によってディスプレイに提示される情報態様の３パターンが代表的である。（
２）の紙面態様が最も安価で、しかも、上述の書き込み手法で用いる各種スケールを簡単
に複製することができるので、製品ごとにマップを自作することが可能であり、何枚でも
作成することが可能である。なお、（２）の応用として、主軸や色ガイドが表示された下
敷きを用意しておき、その上にトレーシングペーパーを配置して書き込むトレース態様に
するとよい。また（２）は、カラーコンパスの解説書をセットに組み入れても良いし、単
品としてでもよい。次に（３）のソフトであるが、これであれば、重ねる又はトレーシン
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グペーパーにする行為など、色の軸である下敷きが必要なときに、ディスプレイ上で自動
的に行えるので、（１）や（２）の態様よりも簡便にできる。さらにソフトでは図４のＭ
ＰＣＳ色名マップでの色の範囲を示しながら、色を追記したいときに、丸や三角や長丸や
長三角のマークを用意しておけば、マークや大きさが自由にすばやく明示でき、その印刷
出力及び配布も容易となる。そして、色数が増えて表示スペースが狭くなったら、簡単に
拡大表示することも瞬時にできる。さらに、（円全体ではなく）部分図としても、その拡
大縮小の自動化の観点で、ソフトが力を発揮する。範囲選択が自由自在になるからである
。なおＭＰＣＳ色名マップの応用の一例として既に説明した「医学用部分マップ」がある
が、これはソフトを用いた部分拡大図を用いることが好ましい。無論、ソフトではなく（
１）のプレート態様や（２）の紙面態様でもこの「医学用部分マップ」は可能である。
【０１７５】
　なお、自社オリジナルのマップを作成するにあたっては、各社は独自の材料による色を
持っているので、製品の赤・橙・黄・黄緑・緑・青緑・青・青紫・紫・赤紫は、各社の色
合いとなる。その色をもって図４（ＭＰＣＳ色名マップ）やベーシックスケールの書き込
み版に、記入したい色を置くことになる。つまり、「５Ｂ」の青ではなく自社の「５青」
になるわけである。
【０１７６】
　尚、本発明のカラーコンパスは、上記した実施の形態に限定されるものではなく、本発
明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。
【産業上の利用可能性】
【０１７７】
　本発明のカラーコンパスは、商品開発、企画、管理、調査、デザイン、インテリア、建
築、環境、教育学習、その他の様々な場面で用いることができる。
【符号の説明】
【０１７８】
　１　　　　カラーコンパス
　１０　　　清色スケール
　１１　　　イエローアンダー色相カテゴリー
　１４　　　ブルーアンダー色相カテゴリー
　１２　　　濁色スケール
　１３　　　ＪＩＳ慣用色名マップ
　１５　　　ＭＰＣＳ色名マップ
　１６　　　比較スケール（ＪＩＳ慣用色名比較用マップ）
　１８　　　保管容器
　１８Ａ　　下側容器
　１８Ｂ　　透明上蓋
　１８Ｃ　　側壁
　１８Ｙ　　切欠き
　１９　　　加色フィルター
　２０　　　色領域
　２０white　　色みの白域
　２０black　　色みの黒域
　３０　　　暗清色域
　３０１～３０３　暗清色子
　４０　　　純色域
　４０１　　　純色子
　５０　　　明清色域
　５０１～５０３　明清色子
　６０　　　補助色領域
　７０　　　肌スケール
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　７１　　　肌色タイプ選定領域
　７２　　　イエローアンダー色相カテゴリー
　７３ＹＷ　　黄白領域
　７３ＹＤ　　黄黒領域
　７４　　　ブルーアンダー色相カテゴリー
　７５ＢＷ　　青白領域
　７５ＢＤ　　青黒領域
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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月6日(2015.3.6)
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の色が配置されるカラーコンパスであって、
　列状に色を有する色領域が、色相順に並んだ状態で、複数配置される清色スケールを有
し、
　前記清色スケールの前記色領域の各々には、
　　前記色相における純色に対して白を含む明清色が配置される明清色域と、
　　前記純色が配置される純色域と、
　　前記色相における前記純色に対して黒を含む暗清色が配置される暗清色域が、
　　一方から多方に向かって配置され、
　複数の前記色領域は半径方向に伸びて放射状に配置されることで、前記明清色域、前記
純色域、及び前記暗清色域が、半径方向の内側から外側、又は外側から内側に向かって並
んでおり、
　複数の前記色領域の間において、
　前記明清色域、前記純色域、前記暗清色域の半径方向の位置が互いに一致しており、
　特定の前記色領域と、前記特定の前記色領域の両側に隣接する前記色領域の間には、そ
れぞれ、補助色領域が配置されており、
　前記特定の前記色領域の色相は赤に設定されており、前記補助色領域の一方の色相は、
黄色がかった赤であり、前記補助色領域の他方の色相は、青色がかった赤であり、
　複数の前記色領域に対して、黄色を含有することを意味する表示領域と、黄色を含有し
ないことを意味する表示領域を備え、
　前記清色スケールに加えて、濁色スケールを備えており、
　前記濁色スケールは、列状に濁色を有する濁色領域が、色相順に並んだ状態で複数配置
され、
　前記濁色スケールの前記濁色領域は、
　　前記色相における各純色に対して明るい灰色を含む明濁色が配置される明濁色域と、
　　前記色相における各純色に対して暗い灰色を含む暗濁色が配置される暗濁色域と、
　を有し、
　前記清色スケールと前記濁色スケールを仮に重ね合わせたとすると、前記色領域と前記
濁色領域が、前記色相順に互いに一致するようになっており、
　前記清色スケールと前記濁色スケールが、共通の板面上に重畳した状態で配置されると
ともに、所定の場所に、色名又は色記号が表示される
　ことを特徴とするカラーコンパス。
【請求項２】
　前記明清色域は、前記純色に対する白の含有量の違いにより多段階に区分けされており
、
　前記暗清色域は、前記純色に対する黒の含有量の違いにより多段階に区分けされている
ことを特徴とする
　請求項１に記載のカラーコンパス。
【請求項３】
　前記清色スケールの前記色領域の上側を覆うように配置される加色フィルターを備え、
　前記加色フィルターは、
　前記色領域に対して特定の色を重色させた視認状態を生成することを特徴とする
　請求項１乃至２のいずれかに記載のカラーコンパス。
【請求項４】
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　前記清色スケールに加えて、比較スケールを備えており、
　前記比較スケールには、一方から他方までの距離がマンセル明度値に相当する明度目盛
が、色相順に並んだ状態で複数配置され、
　純色が、前記比較スケールの前記マンセル明度値に合った場所に配置されていることを
特徴とする
　請求項１乃至３のいずれかに記載のカラーコンパス。
【手続補正書】
【提出日】平成27年6月29日(2015.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の色が配置されるカラーコンパスであって、
　列状に色を有する色領域が、色相順に並んだ状態で、複数配置される清色スケールを有
し、
　前記清色スケールの前記色領域の各々には、
　　前記色相における純色に対して白を含む明清色が配置される明清色域と、
　　前記純色が配置される純色域と、
　　前記色相における前記純色に対して黒を含む暗清色が配置される暗清色域が、
　　一方から多方に向かって配置され、
　複数の前記色領域は半径方向に伸びて放射状に配置されることで、前記明清色域、前記
純色域、及び前記暗清色域が、半径方向の内側から外側、又は外側から内側に向かって並
んでおり、
　複数の前記色領域の間において、
　前記明清色域、前記純色域、前記暗清色域の半径方向の位置が互いに一致しており、
　特定の前記色領域と、前記特定の前記色領域の両側に隣接する前記色領域の間には、そ
れぞれ、補助色領域が配置されており、
　前記特定の前記色領域の色相は赤に設定されており、前記補助色領域の一方の色相は、
黄色がかった赤であり、前記補助色領域の他方の色相は、青色がかった赤であり、
　複数の前記色領域に対して、黄色を含有することを意味する表示領域と、黄色を含有し
ないことを意味する表示領域を備え、
　前記清色スケールに加えて、濁色スケールを備えており、
　前記濁色スケールは、列状に濁色を有する濁色領域が、色相順に並んだ状態で複数配置
され、
　前記濁色スケールの前記濁色領域は、
　　前記色相における各純色に対して明るい灰色を含む明濁色が配置される明濁色域と、
　　前記色相における各純色に対して暗い灰色を含む暗濁色が配置される暗濁色域と、
　を有し、
　前記清色スケールと前記濁色スケールが、共通の板面上に重畳した状態で配置されると
ともに、前記色領域と前記濁色領域が、前記色相順に互いに一致し、所定の場所に、色名
又は色記号が表示されること
　を特徴とするカラーコンパス。
【請求項２】
　前記明清色域は、前記純色に対する白の含有量の違いにより多段階に区分けされており
、
　前記暗清色域は、前記純色に対する黒の含有量の違いにより多段階に区分けされている
ことを特徴とする
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　請求項１に記載のカラーコンパス。
【請求項３】
　前記清色スケールの前記色領域の上側を覆うように配置される加色フィルターを備え、
　前記加色フィルターは、
　前記色領域に対して特定の色を重色させた視認状態を生成することを特徴とする
　請求項１乃至２のいずれかに記載のカラーコンパス。
【請求項４】
　前記清色スケールに加えて、比較スケールを備えており、
　前記比較スケールには、一方から他方までの距離がマンセル明度値に相当する明度目盛
が、色相順に並んだ状態で複数配置され、
　純色が、前記比較スケールの前記マンセル明度値に合った場所に配置されていることを
特徴とする
　請求項１乃至３のいずれかに記載のカラーコンパス。
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